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王
畿
「
婺
源
同
志
會
約
」
訳
注

─
陽
明
門
下
の
講
会
活
動
記
録
を
読
む
（
二
）
─

	

小
路
口
　
　
　
聡

　
「
婺
源
同
志
會
約
」
は
、
そ
の
後
付
に
、「
嘉
靖
丁
巳
年
仲
夏
朔　

龍
溪
王
畿
書
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七

年
）
五
月
初
旬
（
＊
「
朔
」
を
「
初
旬
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
訳
注
末
尾
の
注
を
参
照
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
王
畿

六
十
歳
。
こ
の
時
期
、
王
畿
は
精
力
的
に
徽
州
府
で
の
講
学
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
「
会
約
」
中
に
、「
婺
源
は
紫
陽
の
闕
里

爲
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
婺
源
は
朱
熹
の
故
郷
に
し
て
朱
子
学
の
聖
地
で
も
あ
っ
た
。

嘉
靖
三
十
六
年
の
王
畿
の
講
学
活
動

　
「
婺
源
同
志
會
約
」
が
書
か
れ
た
嘉
靖
丁
巳
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）、
王
畿
は
五
月
六
日
に
耳
順
の
年
を
迎
え
た
が
、
な
お
も
精
力

的
に
各
地
の
講
会
に
参
加
し
、
講
学
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

○�

四
月
一
日
～
十
三
日
。
王
龍
溪
は
、
寧
国
府
涇
縣
の
水
西
書
院
で
開
催
さ
れ
た
水
西
の
会
に
赴
く
。
四
月
一
日
に
、
水
西
に
到
着
。

参
加
者
は
、
汪
尚
甯
（
字
は
延
德
、
号
は
周
潭
。
一
五
〇
九
─
一
五
七
九
。
徽
州
歙
県
の
人
。
嘉
靖
己
丑
、
一
五
二
九
年
の
進
士
）・
周
怡
（
字
は
順
之
、

号
は
訥
溪
。
一
五
〇
五
─
一
五
六
九
。
宣
州
太
平
の
人
。
嘉
靖
戊
戌
、
一
五
三
八
年
の
進
士
）
ら
百
余
人
。
講
会
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
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十
三
日
に
解
散
。
こ
の
時
の
こ
と
は
、
王
畿
の
「
水
西
同
志
会
籍
」（『
王
畿
集
』
巻
二
、三
五
頁
）、
及
び
、「
水
西
經
舎
會
語
」（
同
巻
三
、

五
九
頁
）
に
記
録
が
あ
る
。
後
者
は
、
汪
尚
甯
が
そ
の
問
答
を
記
録
し
、
王
畿
が
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

〇�

四
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
頃
。
旌
徳
か
ら
新
安
に
入
り
、
徽
州
府
の
領
県
で
あ
り
、
ま
た
府
城
の
あ
っ
た
歙
県
で
開
催
さ
れ
た
新

安
福
田
の
会
に
参
加
。
十
日
も
前
か
ら
、
洪
覺
山
、
及
び
、
新
安
六
邑
の
諸
友
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
こ
の
講
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
二
、
及
び
、「
新
安
福
田
山
房
六
邑

0

0

會
籍
」（「
福
田
山
房
序
」『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
）
が
あ
る
。

〇�

五
月
。
休
寧
の
会
に
参
加
。「
書
休
寧
會
約
」（『
全
集
』
巻
二
。『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
）。

○�

五
月
五
日
。
休
寧
県
の
西
四
十
余
里
に
あ
る
齊
雲
山
か
ら
星
源
（
婺
源
）
に
向

か
い
、
洪
覺
山
ら
数
十
人
と
普
済
山
房
に
宿
泊
し
、
そ
こ
で
婺
源
同
志
会
に
参

加
。
本
訳
注
「
婺
源
同
志
會
約
」。

〇�

五
月
。
婺
源
の
葉
蓮
峰
の
二
子
、
茂
芝
・
獻
芝
兄
弟
の
招
き
に
応
じ
て
、
雲
荘

山
の
麓
の
見
一
堂
に
お
い
て
開
か
れ
た
進
修
会
に
参
加
。
こ
れ
は
、
葉
氏
一
族

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
所
謂
「
家
会
」
で
あ
る
。「
書
進
修
会
籍
」（『
王
畿
集
』

巻
二
、四
八
頁
）

○�

五
月
末
か
ら
六
月
初
め
。
王
畿
は
、
王
遵
巖
と
と
も
に
、
三
山
（
福
州
）
の
石

雲
館
第
で
、
十
九
日
間
に
わ
た
っ
て
講
学
。
別
れ
に
臨
ん
で
、
問
答
の
内
容
を

ま
と
め
た
「
三
山
麗
澤
録
」（『
龍
渓
会
語
』
巻
二
所
収
）
を
著
す
。『
白
山
中

国
学
』
通
巻
16
号
（
二
〇
一
〇
年
）
に
訳
注
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
。

（中島楽章『徽州商人と明清中国』山川出版）
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以
上
の
よ
う
に
、
王
畿
は
、
嘉
靖
三
十
六
（
一
五
五
七
）
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
お
そ
ら
く
二
月
に
銭
塘
県
で
の
恒
例
の
天
真

書
院
の
会
に
参
加
の
後
、
寧
國
府
涇
県
か
ら
徽
州
府
の
歙
県
に
入
り
、
さ
ら
に
、
休
寧
県
や
婺
源
県
に
お
い
て
、
同
志
た
ち
の
講
会
や
、

更
に
当
地
の
有
力
宗
族
が
開
催
す
る
家
会
に
も
参
加
し
、
そ
の
後
、
福
建
省
の
三
山
に
ま
で
足
を
延
ば
す
な
ど
、
と
て
も
精
力
的
に
講

会
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
、
王
畿
の
徽
州
府
（
新
安
）
で
の
講
学
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
や
実
態
を
知
る
上
で
、

『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』（
後
述
）
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）
の
末
署
を
も
つ
「
福
田

山
房
序
」・「
書
休
寧
會
約
」・「
婺
源
同
志
會
約
」・「
余
氏
家
會
題
辭
」
の
四
つ
の
会
約
が
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。

開
催
地
の
婺
源
に
つ
い
て

　
『
太
平
寰
宇
記
』
に
拠
れ
ば
、
婺
水
が
城
市
の
三
面
を
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
言
う
。
故
城
は
、
今

の
安
徽
婺
源
縣
の
北
二
十
五
里
に
あ
っ
た
。
清
化
鎭
で
あ
る
。
後
に
治
を
絃
高
に
移
す
。
今
は
、
江
西
省
徳
興
県
に
属
し
て
い
る
。
以

上
は
、
臧
勵
龢
等
編
『
中
國
古
今
地
名
大
辭
典
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
一
、八
八
七
頁
）
に
拠
る
。

　
「
婺
源
同
志
会
約
」
の
文
中
に
、「
婺
源
は
紫
陽
の
闕
里
爲
り
」
と
あ
る
。「
紫
陽
」
は
朱
子
の
別
名
で
あ
る
。
三
浦
國
雄
氏
に
よ
れ
ば
、

朱
子
が
若
い
頃
に
よ
く
登
っ
た
徽
州
歙
県
城
南
に
あ
る
紫
陽
山
に
ち
な
む
。
朱
子
は
、「
後
に
、
崇
安
縣
の
東
の
潭
溪
の
ほ
と
り
に
亡

父
に
ち
な
ん
で
紫
陽
書
院
を
建
て
る
。
朱
子
を
紫
陽
と
呼
ぶ
の
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。」（『
朱
子
』
講
談
社
、
一
九
七
九
、七
〇
頁
）。

ま
た
、
婺
源
は
、
朱
熹
の
父�

朱
松
（
字
は
喬
年
、
号
は
韋
齋
。
一
〇
九
七
～
一
一
四
三
）
の
生
地
で
あ
る
。
遡
れ
ば
、
朱
氏
一
族
は
、

「
歙
州
の
黄
墩
湖
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
た
が
、
唐
王
朝
の
最
後
の
年
号
で
あ
る
天
祐
年
間
（
九
〇
四
～
九
〇
七
）
に
、
朱
古
僚
（
一

説
に
諱
は
瓌
と
も
い
う
）
と
い
う
人
が
歙
州
刺
史
・
陶
雅
の
命
に
よ
っ
て
、
兵
卒
三
千
人
を
率
い
て
婺
源
を
戍ま
も

り
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に

住
み
つ
い
た
。
こ
れ
が
婺
源
の
朱
氏
の
始
祖
で
あ
る
。」（『
朱
子
』
六
十
二
頁
）。
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上
の
写
真
は
、「
文
公
闕
里
」
と
書
か
れ
た
門
坊
。
も
と
は
、
元
の
時
代
に
、

婺
源
の
朱
文
公
家
廟
の
門
坊
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
。
三
門
両
楼
で
、
両
脇
に

「
景
星
慶
雲
」「
泰
山
喬
嶽
」
の
提
額
が
あ
っ
た
。
原
坊
は
す
で
に
倒
壊
し
て
残
っ

て
お
ら
ず
、
こ
の
写
真
の
門
坊
は
、
黄
山
市
歙
県
の
郊
外
に
あ
る
「
徽
州
文
化
園
」

に
復
元
さ
れ
た
も
の
。
宋
の
理
宗
の
御
筆
と
さ
れ
る
。

　

婺
源
は
、
朱
熹
の
父�

朱
松
の
生
地
で
あ
り
、
朱
氏
一
族
の
本
籍
地
で
あ
る
。

い
わ
ば
朱
子
学
の
聖
地
と
も
言
う
べ
き
で
土
地
で
あ
る
。
王
畿
に
先
だ
っ
て
婺
源

で
の
講
学
を
行
っ
た
鄒
東
廓
に
も
、
嘉
靖
庚
戌
仲
冬
（
嘉
靖
二
十
九
年
・

一
五
五
〇
年
）
に
書
か
れ
た
「
書
婺
源
同
志
会
約
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
そ

の
冒
頭
で
、
彼
は
婺
源
の
学
生
た
ち
を
前
に
、「
夫
れ
徽
國
（
徽
州
府
・
新
安
）

の
文
公
（
朱
熹
）
は
、
子
の
郷
の
先
哲
に
非
ざ
ら
ん
や
。
凡
近
を
脱
し
、
高
明
に

游
べ
、
嬰
兒
と
爲
る
勿
れ
、
大
人
と
爲
れ
と
は
、［
朱
文
］
公
の
來
學
を
啓
迪
せ

し
こ
と
に
非
ざ
ら
ん
や
」（「
書
婺
源
同
志
會
約
」『
鄒
守
益
集
』
巻
十
六
、七
八
一

頁
。『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
に
も
所
収
。）
と
言
い
、
さ
ら
に
末
尾
で
、「
以
て

爾
が
郷
の
先
哲
の
休
（
美
）
を
續つ

が
ん
こ
と
を
」
と
鼓
舞
し
て
い
る
。

朱
子
学
と
陽
明
学

　

陽
明
学
は
、
朱
子
の
学
問
を
批
判
的
に
継
承
し
た
学
で
あ
る
。
婺
源
は
朱
子
ゆ
か
り
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
陽
明
の
高
弟

「文公闕里」と書かれた門坊（筆者撮影）
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に
し
て
、
良
知
現
成
論
を
説
き
、「
四
無
」
説
を
説
く
王
畿
を
迎
え
入
れ
る
側
の
学
者
た
ち
の
反
応
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　

ま
ず
、
王
畿
は
、
講
会
の
席
で
、
或
る
人
の
「
婺
源
は
紫
陽
の
闕
裡
爲
り
。
今
日
の
論
、
異
同
す
る
所
有
る
を
免
れ
ず
。
盍な
ん

ぞ
諸こ

れ

を
諱
ま
ざ
る
。」
と
い
う
質
問
に
遭
遇
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
朱
子
の
故
郷
で
も
あ
る
婺
源
の
地
に
ま
で
来
て
、
陽

明
学
を
広
め
よ
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
冷
や
や
か
な
先
制
攻
撃
で
あ
る
。
朱
子
学
の
聖
地
で
も
あ
る
婺
源
の
地
へ
の
良
知
心
学
の
進

出
に
対
す
る
警
戒
心
に
満
ち
た
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王
畿
は
、
王
陽
明
の
「
学
は
天
下
の
公
学
、
道
は
天
下
の
公
道
」
の

語
を
も
っ
て
応
酬
し
、
質
問
者
の
料
簡
の
狭
さ
を
厳
し
く
た
し
な
め
る
。

　

そ
の
上
で
、「
晦
翁
は
随
処
で
分
ち
て
二
と
為
す
、
先
師
は
随
処
で
合
わ
せ
て
一
と
為
す
。
此
れ
其
の
大
較
な
り
」
と
、
両
者
の
違

い
を
端
的
に
喝
破
す
る
。
さ
ら
に
、
結
び
の
一
句
で
は
、
聖
学
を
学
ぶ
際
に
、
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、「
必
ず
聖
人
に
為
ろ
う

と
す
る
志
」
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
上
で
、
学
問
の
是
非
当
否
は
、「
必
ず
し
も
其
れ
晦
翁
よ
り
出
で
し
か
、
先
師
よ
り
出
で
し
か

を
問
わ
ず
、
諸
れ
を
其
の
心
の
安
ん
ず
る
も
の
に
求
む
る
の
み
」
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
既
成
の
価
値
観
の
根
底
に
あ
る
も
の
、
す

な
わ
ち
、
人
の
本
心
に
ま
で
遡
っ
て
、
学
の
是
非
当
否
は
見
定
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
朱
子
か
、
王
陽
明
か
と
い
っ
た
、
上
っ
面
の
派

閥
争
い
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
た
し
な
め
る
。
そ
し
て
、
更
に
、
最
後
に
、
婺
源
の
学
ぶ
者
た
ち
に
、「
諸こ

れ
を
心
に
求
め
て

安
ん
ず
る
と
き
や
、
其
の
言
の
葛き
こ
り蕘

よ
り
出
ず
と
雖
も
、
敢
え
て
以
て
非
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
先
師
を
や
。
諸
れ
を
心
に
求
め

て
未
だ
安
か
ら
ざ
る
と
き
や
、
其
の
言
の
孔
子
よ
り
出
づ
と
雖
も
、
未
だ
敢
え
て
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
晦
翁
を
や
。」
と
結
ん
で

い
る
。
極
め
て
挑
発
的
な
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
理
由
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
部
分
は
、
全
集
本
所
収
の
「
書
婺
源
同
志

會
約
」
で
は
、
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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婺
源
同
志
会
に
つ
い
て

　
『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
の
劉
邦
采
「
聖
學
端
緒
辨
」
に
、「
婺
源
同
志
会
」
の
開
催
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

劉
邦
采
は
、
名
は
師
泉
、
邦
采
は
字
、
号
は
君
亮
・
獅
泉
、
江
西
安
福
の
人
、
嘉
靖
七
年
郷
試
。『
明
儒
學
案
』
巻
十
九
・
江
右
王
門

四
所
収
。

会
稽
の
先
師
（
王
陽
明
先
生
）
が
良
知
を
掲
げ
て
四
方
に
提
唱
し
た
。
四
方
の
士
人
た
ち
は
、
一
時
に
し
て
響
く
よ
う
に
、
こ
れ

に
呼
応
し
た
。
そ
し
て
、
婺
源
の
共
に
学
ぶ
者
た
ち
も
日
ご
と
に
増
し
た
。
庚
戌
（
嘉
靖
二
八
年
・
一
五
四
九
）
の
孟
冬
（
十
月
）、

鄒
東
廓
先
生
は
、
私
と
と
も
に
東
に
游
学
し
、
斉
雲
山
に
登
り
、
紫
陽
［
朱
氏
の
祠
］
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
婺
源
県
の
同
志
た

ち
も
こ
れ
聞
き
つ
け
て
、
雲
集
し
た
。［
別
れ
に
臨
ん
で
］
依
依
と
し
て
［
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
］
別
れ
る
に
忍
び
な
く
、

と
は
い
え
、
別
れ
ざ
る
を
え
な
い
。［
同
志
た
ち
が
］
互
い
に
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
、
孤
独
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て

打
つ
手
を
探
り
、
そ
こ
で
婺
源
縣
独
自
の
講
会
の
開
催
を
決
め
た
。
私
が
［
文
を
草
し
て
］
宣
言
す
る
こ
と
で
、
そ
の
証
拠
と
す

る
よ
う
に
依
嘱
し
て
き
た
。

會
稽
先
師
掲
良
知
以
唱
四
方
、
四
方
之
士
一
時
響
應
、
而
婺
源
之
共
學
者
日
増
。
庚
戌
孟
冬
、
東
廓
先
生
偕
予
東
游
、
躡
齊
雲
、

謁
紫
陽
、
而
茲
邑
同
志
聞
而
雲
集
、
依
依
不
忍
別
、
又
不
容
于
不
別
也
。
惧
其
離
群
索
居
、
遂
謀
而
爲
一
邑
之
會
、
屬
余
言
以

徴
。

　
『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
を
見
る
と
、
新
安
の
地
に
は
、
ま
ず
は
婺
源
出
身
の
洪
覺
山
を
介
し
て
、
そ
の
師
の
湛
甘
泉
が
入
り
、
心
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学
を
広
め
た
。
そ
の
後
、
鄒
守
益
や
王
畿
な
ど
、
王
陽
明
門
下
の
高
弟
達
が
続
々
と
徽
州
府
に
入
り
、
講
学
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
婺
源
同
志
会
の
創
立
者
で
あ
る
鄒
守
益
に
も
同
名
の
一
文
が
あ
る
。「
婺
源
同
志
會
約
」（『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
。

な
お
、『
鄒
守
益
集
』
巻
十
六
に
所
収
の
題
名
は
「
書
婺
源
同
志
會
約
」　

七
八
一
頁
）。
王
畿
の
も
の
と
同
様
、『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』

に
所
収
さ
れ
た
も
の
の
方
が
、
冒
頭
部
分
の
人
名
等
の
記
載
が
具
体
的
で
、
や
や
詳
し
い
。
原
会
約
と
思
わ
れ
る
。

徽
州
府
の
講
会
活
動
に
つ
い
て

　

婺
源
の
あ
る
新
安
（
徽
州
府
）
は
講
会
活
動
が
極
め
て
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
は
、
次
に
掲
げ
る
謝
應
秀
「
題
獅
山
于

氏
家
會
」
の
中
の
以
下
の
記
述
を
通
し
て
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

往
時
の
先
輩
と
し
て
、
婺
源
に
は
覺
山
洪
師
が
、
歙
県
に
は
周
潭
汪
師
が
、
祁
門
に
は
凰
山
一
墩
先
生
が
、
休
寧
は
鵬
溪
汪
先
生
、

黟
県
は
喬
山
韓
先
生
が
い
た
。
大
い
に
［
斯
学
を
］
提
唱
し
て
、
人
び
と
の
心
を
奮
い
起
こ
し
た
。［
新
安
］
六
県
で
は
、
歳
会
（
年

次
例
会
）
が
行
わ
れ
、
各
県
に
は
季
会
（
季
節
ご
と
の
講
会
）
が
存
在
し
た
。
善
を
勧
め
過
ち
を
規た
だ

し
て
、
と
こ
と
ん
ま
で
［
本

心
を
］
覚
醒
さ
せ
、
蒸さ

か

ん
蒸
然
に
鼓
舞
し
あ
い
、
感
化
し
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
飢
え
た
者
が
空
腹
を
満
た
そ
う
と
し
、
旅
人
が

家
に
帰
ろ
う
と
す
る
以
上
の
勢
い
で
あ
っ
た
。

一
時
先
輩
、
在
婺
有
覺
山
洪
師
、
歙
有
周
潭
汪
師
、
祁
則
凰
山
一
墩
先
生
、
休
則
鵬
溪
汪
先
生
、
黟
則
喬
山
韓
先
生
、
大
倡
擧

而
振
起
之
。
六
邑
有
歳
會
、
各
邑
有
季
會
、
勸
善
規
過
、
提
醒
究
竟
、
蒸
蒸
然
鼓
舞
薫
成
。
不
啻
饑
求
飽
、
行
赴
家
也
。（
謝

應
秀
「
題
獅
山
于
氏
家
會
」『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』）
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こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
安
六
邑
全
体
で
は
年
一
回
の
「
歳
会
」
を
行
い
、
各
邑
で
は
三
ヶ
月
に
一
回
の
「
季
会
」
を

行
い
、
更
に
は
、
裕
福
な
氏
族
で
は
子
弟
の
教
育
と
し
て
月
一
回
の
「
月
会
」
も
行
わ
れ
て
い
た
。『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
に
は
、

王
畿
「
余
氏
家
會
籍
題
辭
」、
銭
緒
山
「
書
婺
源
葉
氏
家
會
籍
」、
余
純
似
「
杭
溪
張
氏
交
脩
堂
家
會
題
辭
」、
謝
應
秀
「
題
獅
山
于
氏

家
會
」、
陳
昭
祥
「
黟
南
韓
氏
家
會
序
」、
李
芳
「
喬
岭
韓
氏
家
會
序
」、
謝
凰
山
「
王
源
謝
氏
家
會
序
」、
以
上
七
編
の
家
会
の
記
録
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
は
、
講
会
を
行
う
上
で
の
中
心
人
物
が
存
在
し
て
お
り
、「
婺
源
同
志
会
約
」
に
登
場
す
る
、

王
畿
を
婺
源
の
地
に
招
聘
し
た
洪
覺
山
は
、
婺
源
に
此
の
人
有
り
と
さ
れ
た
著
名
な
学
者
で
あ
っ
た
。

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　
『
王
龍
溪
先
生
全
集
』
巻
二
に
、「
書
婺
源
同
志
會
約
」
が
あ
る
（『
王
畿
集
』
三
八
頁
）。
た
だ
し
、
今
回
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
執
筆

当
時
の
原
本
と
さ
れ
る
、
韓
夢
鵬
撰
『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
の
「
婺
源
同
志
會
約
」
を
使
用
し
た
。
全
集
本
と
対
校
し
、
そ
の

違
い
を
、〔
校
注
〕
で
示
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
全
集
本
で
は
多
く
の
省
略
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
『
新

安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
の
も
の
が
、
そ
の
原
本
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
龍
溪
會
語
』
と
同
じ
よ
う
に
、
全
集
に
所
収
さ
れ
る

際
の
、
編
集
の
手
が
加
え
ら
れ
る
以
前
の
原
本
で
あ
る
。
編
者
の
韓
夢
鵬
に
よ
れ
ば
、『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
は
、
嘉
靖
か
ら
萬
暦

年
間
に
、
徽
州
府
を
訪
れ
た
陽
明
学
派
の
学
者
た
ち
の
会
約
・
会
語
の
類
が
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
散
逸
を
恐
れ
、
そ
れ
ら
を
集
め

て
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
書
は
、
朱
子
学
の
聖
地
で
あ
る
新
安
の
地
で
は
、
長
い
間
、
日
の
目
を

見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
よ
う
だ
。
現
存
す
る
も
の
は
、
安
徽
省
博
物
館
の
民
国
時
期
安
徽
通
志
館
に
、
手
抄
本
の
か
た
ち
で
伝
わ
る
一

冊
の
み
と
い
う
こ
と
で
、
所
謂
「
天
下
の
孤
本
」
で
あ
る
。
現
在
、
解
光
宇
『
新
安
理
學
論
綱
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
の
附

録
と
し
て
排
印
さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

王
畿
「
婺
源
同
志
會
約
」
訳
注

嘉
靖
丁
巳
五
月
端
陽
、
予
從
齊
雲
趨
會
星
源
。
覺
山
洪
子
、
偕
諸
同
志
、
舘
予
普
濟
山
房
。
聚
處
凡
數
十
人
、
晨
夕
相
觀
。
因
述
先
師

遺
旨
及
區
區
鄙
見
、
以
相
訂
繹1
＊

、
頗
有
所
發
明
。
同
志
互
相
參2
＊

伍
、
亦
頗
有
所
證
悟
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
繹
」
を
「
釋
」
に
作
る
（
道
光
本
）。　

＊
2
「
參
」
を
「
三
」
に
作
る
（
道
光
本
）。　

嘉
靖
丁
巳
五
月
の
端
陽
、
予
、
齊
雲
從
り
、
星
源
に
會
す
る
に
趨
く
。
覺
山
洪
子
、
諸
同
志
と
偕と
も

に
し
、
予
を
普
濟
山
房
に
館
す
。
聚

り
處
る
も
の
凡
そ
數
十
人
。
晨
夕
相
觀
る
。
因
り
て
先
師
の
遺
旨
、
及
び
、
區
區
の
鄙
見
を
述
べ
て
以
て
相
訂
繹
し
、
頗
る
發
明
す
る

所
有
り
。
同
志
も
互
い
に
相
參
伍
し
て
、
亦
た
頗
る
證
悟
す
る
所
有
り
。

嘉
靖
丁
巳
（
嘉
靖
三
十
六
年
、
一
五
五
七
年
、
王
畿
六
十
歳
。）
五
月
五
日
、
私
は
、
齊
雲
山
か
ら
、
星
源
（
婺
源
）
の
会
に
趨
い
た
。
洪
覺

山
先
生
は
同
志
た
ち
と
同
行
し
、
私
を
普
濟
山
房
に
宿
泊
さ
せ
［
て
、
同
志
た
ち
の
教
育
に
あ
た
ら
せ
］
た
。
聚
っ
て
き
た
者
た
ち
は

総
勢
数
十
人
。
朝
夕
、
切
磋
琢
磨
し
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、［
陽
明
］
先
師
の
思
想
や
［
そ
れ
に
つ
い
て
の
］
各
自
の
私
見
を
述
べ
、
相

互
に
吟
味
し
合
う
こ
と
で
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
志
た
ち
も
ま
た
相
互
に
意
見
を
比
較
検
証
し
合
う
こ
と
で
、

か
な
り
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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〇
嘉
靖
丁
巳
＝
嘉
靖
三
十
六
年
丁
已
、
一
五
五
七
年
、
王
畿
六
十
歳
。　

〇
端
陽
＝
端
午
。
陰
暦
の
五
月
五
日
。　

〇
齊
雲
＝
齊

雲
山
。「
在
安
徽
休
寧
縣
西
四
十
餘
里
。
中
峯
有
峻
巖
。
憑
梯
而
上
。
三
面
並
絶
壁
秀
峭
。
峯
頂
廣
四
十
畝
。
有
石
室
。
學
道
者

居
之
。」（
臧
勵
龢
等
編
『
中
國
古
今
地
名
大
辭
典
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
一
）。
現
在
は
、
国
家
級
風
景
名
勝
区
に
選
ば
れ
、

観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。　

〇
星
源
＝
婺
源
の
雅
名
。
弘
治
『
徽
州
府
志
』
巻
一
・
地
理
一
・
郡
名
に
、「
婺
源
縣
。
星
源
、
以

縣
本
休
寜
地
、
曾
屬
婺
州
、
取
上
應
婺
女
之
説
、
故
名
」
と
あ
る
（
明
・
彭
澤
修
／
汪
舜
民
纂
（
弘
治
）『
徽
州
府
志
』
全
十
二
卷
、

明
弘
治
刻
本
）。
ま
た
、
康
煕
『
徽
州
府
志
』
巻
一
の
「
婺
源
」
の
項
に
、「
星
源
亦
以
應
婺
女
名
。」（
清
・
丁
廷
楗
修
／
趙
吉
士

纂
『
康
熙
徽
州
府
志
』
全
十
八
巻
、
清
康
熙
三
十
八
年
刊
本
）
と
あ
る
。「
婺
女
」
は
、
星
座
の
名
。
二
十
八
宿
の
一
つ
。
玄
武

七
宿
の
第
三
宿
。　

〇
館
＝
青
木
正
兒
の
「
中
華
文
人
の
生
活
」
と
い
う
一
文
の
「
客
遊
生
活
」
に
つ
い
て
述
べ
た
中
に
、「
富

貴
の
家
は
家
塾
を
設
け
師
を
延
い
て
子
弟
を
教
育
す
る
の
が
普
通
で
、
南
宋
の
「
夢
梁
録
」（
巻
十
九
、
閒
人
の
條
）
に
は
、「
食

客
に
は
蒙
童
・
子
弟
を
訓
導
す
る
者
有
り
、
之
を
館
客
と
謂
ふ
」
と
あ
り
、
雅
名
を
「
西
席
」「
西
賓
」
と
曰
ひ
、
ま
た
俗
稱
を
「
門

館
先
生
」
と
曰
ふ
。
文
人
學
士
の
傳
に
、
某
の
家
に
「
館
す
」
と
あ
る
の
が
此
の
生
活
で
あ
る
」
と
あ
る
（
傍
線
筆
者
。『
青
木

正
兒
全
集
』
第
七
巻
、
春
秋
社
、
二
二
三
頁
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
単
な
る
宿
泊
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
で
の
子
弟
の
教
育
に
も

あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
漢
語
大
詞
典
』（
以
下
、『
漢
語
』
と
略
）
に
、「
旧
時
の
私
塾
」
の
意
と
あ
る
。　

〇
普
濟
山

房
＝
婺
源
県
の
普
濟
寺
か
。
嘉
靖
『
徽
州
府
志
』
巻
二
十
二
・
寺
觀
に
、「
普
濟
寺
。
在
縣
治
東
。
唐
中
和
三
年
建
。
宋
大
中
祥

符
六
年
賜
額
、
至
正
壬
辰
兵
燬
。
國
朝
洪
武
初
年
重
建
」
と
見
え
る
。
待
考
。　

〇
覺
山
洪
子
＝
洪
垣
、
字
は
峻
之
、
号
は
覚
山
、

婺
源
の
人
。
一
五
〇
一
～
一
五
九
〇
。
嘉
靖
十
一
年
の
進
士
で
温
州
知
府
を
以
て
落
職
帰
郷
し
、
以
來
家
居
す
る
こ
と
四
十
六
年
。

そ
の
間
、
婺
源
を
中
心
に
、
新
安
（
徽
州
府
）
で
の
講
会
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
九
十
歳
で
卒
し
た
。
湛
甘
泉
の
高
弟

で
、「
湛
甘
泉
先
生
文
集
序
」（『
湛
甘
泉
先
生
文
集
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
、四
七
頁
）、
及
び
、「
墓
誌
銘
」（
同
上
・
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巻
三
十
二
・
外
集
所
収
、
一
八
七
五
頁
）
が
あ
る
。『
明
史
』
巻
二
百
八
、『
明
儒
学
案
』
巻
三
十
九
に
伝
が
あ
る
。
洪
垣
は
、
徽

州
府
に
お
け
る
陽
明
学
派
の
講
会
を
誘
致
す
る
に
あ
た
っ
て
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
康
煕
『
徽
州
府
志
』
巻
十
三
に
、「
垣

仕
宦
所
至
、
輙
捐
俸
、
立
書
院
、
置
贍
田
、
集
人
士
講
論
、
下
逮
氓
庶
吏
胥
、
亦
令
環
聽
民
皆
專
爼
豆
祀
之
、
及
解
組
歸
復
。
偕

同
里
方
瓘
往
從
甘
泉
學
、
甘
泉
爲
起
二
妙
樓
居
之
。
家
居
四
十
六
年
、
講
習
無
虚
日
、
問
學
者
屨
嘗
滿
戸
外
、
學
者
稱
覺
山
先
生
。

所
著
有
歴
朝
史
説
・
周
易
玩
辭
・
理
學
要
録
緒
言
聞
言
應
迹
言
等
書
。」
と
あ
る
。
著
に
『
覺
山
先
生
緒
言
』
が
有
る
。
今
、

W
EB

サ
イ
トInternet�A

rchive

（https://archive.org/details/02095589.cn

）で
閲
覧
可
能
。　

〇
參
伍
＝
比
較
験
証
す
る
。

『
漢
語
』
に
、「
交
互
錯
雑
。
錯
綜
比
較
、
加
以
験
証
」
と
あ
る
。『
易
』
繫
辭
上
伝
に
、「
參
伍
以
變
、
錯
綜
其
數
。」
に
基
づ
く
。

ま
た
、『
韓
非
子
』
八
經
に
、「
参
伍
之
道
、
行
参
以
謀
多
、
揆
伍
以
責
失
。」
と
あ
る
。『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
、「
若
夫
控
名

責
實
、
参
伍
不
失
、
此
不
可
不
察
也
。」
と
あ
る
。

或
者
曰
、「
婺
源
爲
紫
陽
闕
里
。
今
日
之
論
、
不
免
有1
＊

所
異
同
、
盍
諱
諸
。」
予
曰
、「
噫
。
鄙
哉
。
是
何
待
晦
翁
之
薄
、
而
視
吾
道
之

不
廣
也
。
夫
道
、
天
下
之
公
道
、
學
、
天
下
之
公
學
、
公
言
之
而
已
。
今
日
之
論
、
不
能
免
于
異
同
者
、
乃
其
入
門
下
手
之
稍
殊
。
至

于
此
志
之
必
爲
聖
人
、
則
固
未
嘗
有
異
也
。
蓋
非
同
異
、
不
足
以
盡
其
變
。
非
析
異
以
歸
于
同
、
則
無
以
會
其
全
。
雖2
＊

使
千
聖
同
堂
而

坐
、
其
言
論
風
旨
、
亦
不
能
以
盡
合
。
道3
＊

固
如
是
、
學
固
如
是
也
。
譬
之
五
味
相
濟
、
各
適
其
宜
而
止
。
若
以
水
濟
水
、
孰
從
而
和
之

哉
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
有
所
異
同
」
を
「
於
有
異
同
」
に
作
る
。　

＊
2
「
雖
」
字
無
し
。　

＊
3
「
道
固
如
是
、
學
固
如
是
也
」
の
八
字
は
、「
會

其
全
」
の
下
に
在
り
。
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或
る
者
曰
く
、「
婺
源
は
紫
陽
の
闕
裡
爲
り
。
今
日
の
論
、
異
同
す
る
所
有
る
を
免
れ
ず
。
盍な
ん

ぞ
諸こ

れ
を
諱
ま
ざ
る
。」と
。
予
曰
く
、「
噫
。

鄙せ
ま

き
か
な
。
是
れ
何
ぞ
晦
翁
を
待
つ
こ
と
の
薄
く
し
て
、
吾
が
道
を
視
る
こ
と
の
廣
か
ら
ざ
る
や
。
夫
れ
道
は
、
天
下
の
公
道
、
學
は

天
下
の
公
學
な
れ
ば
、
之
を
公
言
す
る
の
み
。
今
日
の
論
、
異
同
を
免
る
る
能
わ
ざ
る
は
、
乃
ち
其
の
門
に
入
り
手
を
下
す
こ
と
の
稍

や
殊
な
れ
ば
な
り
。
此
の
志
の
必
ず
聖
人
と
爲
ら
ん
と
す
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
、
固
に
未
だ
嘗
て
異
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し

同
異
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
變
を
盡
く
す
に
足
ら
ず
、
異
を
析わ
か

ち
て
以
て
同
に
歸
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
、
以
て
其
の
全
を

會
す
る
こ
と
無
し
。
千
聖
を
し
て
堂
を
同
じ
く
し
て
坐
せ
し
む
と
雖
も
、
其
の
言
論
風
旨
、
亦
た
以
て
盡
く
は
合
う
能
わ
ず
。
道
は
固

よ
り
是
く
の
如
し
、
學
は
固
よ
り
是
く
の
如
き
な
り
。
之
を
五
味
相
濟な

す
に
譬
う
れ
ば
、
各
お
の
其
の
宜
に
適
う
の
み
。
若
し
水
を
以

て
水
を
濟と
と
のへ

ん
と
せ
ば
、
孰
れ
に
從
り
て
か
之
を
和
さ
ん
や
。

あ
る
人
が
言
っ
た
。「
婺
源
は
紫
陽
（
朱
熹
）
の
故
郷
で
あ
る
。［
朱
子
の
学
と
王
陽
明
の
学
と
で
は
］
今
日
の
議
論
と
し
て
、
ど
う
し

て
も
異ち
が
い同

が
存
在
し
ま
す
。
ど
う
し
て
、
は
ば
か
っ
て
避
け
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。」
と
。
私
が
言
っ
た
。「
あ
あ
。
な
ん
と
さ
も

し
い
こ
と
よ
。
な
ん
と
も
朱
晦
翁
に
対
す
る
接
し
方
が
薄
っ
ぺ
ら
な
反
面
、
吾
が
道
に
向
け
る
視
線
が
大
ざ
っ
ぱ
す
ぎ
は
し
な
い
か
。

そ
も
そ
も
道
は
、
天
下
の
公
道
で
あ
り
、
学
は
天
下
の
公
学
で
あ
れ
ば
、
公
オ
ー
プ
ンに
語
れ
ば
よ
い
だ
け
だ
。
今
日
の
論
点
が
異
同
を
免
れ
な

い
の
は
、
入
門
後
の
功
夫
の
方
法
が
い
く
ぶ
ん
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
必
ず
聖
人
に
な
ろ
う
と
す
る
志
と
な
る
、
も
と
よ
り
決
し
て
違

い
は
な
い
は
ず
だ
。
思
う
に
、
同ち
が
い異

が
無
い
と
、
変
化
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
差
異
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
同

じ
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ま
た
の
聖
人
を
一
堂
に
会
し
て
坐
ら

せ
た
と
し
て
、
そ
の
議
論
の
意
味
合
い
は
、
や
は
り
け
っ
し
て
何
か
ら
何
ま
で
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
道
は
も
と
よ

り
そ
う
い
っ
た
も
の
だ
し
、
学
は
も
と
よ
り
そ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
五
味
が
織
り
な
す
料
理
に
譬
え
る
な
ら
ば
、［
五
味
を
］
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そ
れ
ぞ
れ
［
適
量
加
え
る
こ
と
で
］
ほ
ど
よ
い
味
加
減
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
［
無
味
の
］
水
で
水
［
の
味
］
を
調
え
よ
う
と
し

て
も
、
ど
う
し
て
調
味
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〇
婺
源
＝
朱
氏
一
族
の
故
郷
。
朱
氏
家
廟
が
あ
る
。
朱
子
の
父
、
朱
松
の
生
地
。
朱
子
の
生
地
は
、
福
建
路
南
剣
州
尤
溪
県
の
鄭

安
道
で
あ
る
。
朱
子
が
婺
源
を
訪
れ
た
の
は
、
生
涯
に
二
度
だ
け
で
あ
る
。
一
度
目
は
、
紹
興
十
九
年
（
一
一
四
九
）
十
二
月
に
。

墓
参
に
行
き
、
家
廟
を
訪
れ
た
。
朱
子
二
十
歳
。
二
度
目
は
、
淳
煕
三
年
（
一
一
七
六
）
三
月
、
祖
先
の
墓
の
修
復
を
行
う
。

四
十
六
歳
。（
三
浦
『
朱
子
』
年
譜
参
照
）。　
　

〇
紫
陽
＝
朱
子
の
別
名
。
朱
子
が
若
い
頃
に
よ
く
登
っ
た
徽
州
歙
県
城
南
に
あ

る
紫
陽
山
に
ち
な
む
。
朱
子
は
、
後
に
崇
安
縣
の
東
の
潭
溪
の
ほ
と
り
に
亡
父
に
ち
な
ん
で
紫
陽
書
院
を
建
て
る
。
朱
子
を
紫
陽

と
呼
ぶ
の
は
こ
れ
に
由
来
す
る
（
三
浦
『
朱
子
』
七
〇
頁
）。　

〇
闕
里
＝
も
と
孔
子
の
故
居
。
今
の
山
東
省
曲
阜
城
内
闕
里
街
。

孔
子
廟
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
広
義
の
「
故
郷
」。
す
な
わ
ち
、
朱
氏
一
族
の
家
廟
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
朱
氏
一
族
の
故
郷
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
。　

〇
盍
諱
諸
＝
「
ど
う
し
て
避
け
よ
う
と
し
な
い
の
か
」
と
い
う
或
る
人
の
質
問
の
背
後
に
は
、

ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
朱
子
学
の
聖
地
と
も
言
う
べ
き
婺
源
の
地
に
ま
で
来
て
、
陽
明
学
を
広
め
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
含
意
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
朱
子
の
闕
里
で
あ
る
婺
源
の
地
へ
の
陽
明
学
の
進
出
／
侵
出
に
対
す
る
警
戒
心
に
満
ち
た
発
言

で
あ
る
。　

〇
夫
道
天
下
之
公
道
～
＝
王
陽
明
の
次
の
発
言
を
踏
ま
え
る
。『
伝
習
録
』
巻
中
「
答
歐
陽
崇
一
」
に
、「
夫
道
、
天

下
之
公
道
也
。
學
、
天
下
之
公
學
也
。
非
朱
子
可
得
而
私
也
。
非
孔
子
可
得
而
私
也
。
天
下
之
公
也
、
公
言
之
而
已
矣
。」と
あ
る
。

　

〇
五
味
＝
五
つ
の
味
覚
。
す
な
わ
ち
、
甘
（
あ
ま
い
）・
酸
（
す
っ
ぱ
い
）・
鹹
（
塩
辛
い
）・
苦
（
に
が
い
）・
辛
（
か
ら
い
）。

『
礼
記
』
礼
運
篇
に
、「
五
味
六
和
十
二
食
、
還
相
為
質
也
」
と
あ
る
、
そ
の
鄭
玄
の
注
に
、「
五
味
、
酸
苦
辛
鹹
甘
也
」
と
あ
る
。
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今
所
論
不
同1
＊

、
莫
過
於
大
學
之
先
知
後
行
、
與
中
庸
之
存
養
省
察
。
晦
翁
以2
＊

格
物
致
知
属
知
、
誠
意
正
心
属
行
、
分
知
行
爲
先
後
。
先

師
則
以
、
大
學
之
要
、
惟
在
誠
意
、
知3
＊

者
意
之
体
、
物
者
意
之
用
、
致
知
格
物
者
、
誠
意
之
功
。
不4
＊

行
不
足
之
謂
知
。
知
行
一
也
。
既

分
知
行
爲
先
後
、
故
須
用
敬
以
成
其
始
終
。
先
師
則
以
為5
＊

、
誠
即
是
敬
、
既
誠
矣
、
而
復
敬
以
成
之
、
不
幾
于
頭6
＊

上
安
頭
乎
。
孔
門
括

大
學
一
書
爲
中
庸
首
章
、
戒
惧
慎
獨
者
、
是
格7
＊

其
意
之
物
、
致
其
心
之
知
、
誠
意
之
功
也
。
未
發
之
中
與
發
而
中
節
之
和
、
是
正
心
脩

身
之
事
。
中
和
位
育
、
則
齊
家
治
國
平
天
下
之
事
也
。
若
分
知
行
爲
先
後
、
中
庸
首
言
慎
獨
、
是
有
行
而
無
知
也
。
脩8
＊

徳
凝
道
、
聖
學

之
全
。
若9
＊

分
尊
德
性
道
問
學
爲
存
心
致
知
、
是
有
知
而
無
行
也11
＊

。
晦11
＊

翁
以
戒
慎
恐
惧
属
存
養
、
不
睹
不
聞
爲
己
所
不
知
矣
、
莫
見
莫
顯

属
省
察
、
慎
獨
爲
人
所
不
知
。
既
所
不
知
矣
、
戒
慎
恐
惧
、
孰
從
而
知
之
。
先
師
則
以
不
睹
不
聞
為
道
体
、
戒
慎
不
睹
恐
惧
不
聞
是
脩

道
之
功
、
戒
慎
恐
惧
、
即
是
隱
、
即
是
微
、
所
謂
獨
也
。
是
申
言
不
可
不
慎
之
意
、
非
二
也
。
晦
翁
隨
處
分
而
爲
二
、
先
師
隨
處
合
而

爲
一
、
此
其
大
較
也
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
不
同
」
の
下
に
「
之
大
者
」
の
三
字
有
り
。　

＊
2
「
以
格
物
致
知
属
知
、
誠
意
正
心
属
行
、
分
知
行
爲
先
後
」
を
、「
以

格
致
誠
正
、
分
知
行
爲
先
後
」
に
作
る
。　

＊
3
「
知
者
意
之
体
、
物
者
意
之
用
」
の
十
字
無
し
。　

＊
4
「
不
行
不
足
之
謂
知
」
の
七
字

無
し
。　

＊
5
「
為
」
字
無
し
。　

＊
6
「
頭
上
安
頭
乎
」
を
「
贅
已
乎
」
に
作
る
。
な
お
、『
王
畿
集
』
校
勘
に
は
、「
贅
原
作
緩
、
拠
丁

賓
本
改
」
と
あ
る
。　

＊
7
「
格
其
意
之
物
、
致
其
心
之
知
」
を
「
格
致
」
に
作
る
。　

＊
8
「
脩
徳
凝
道
、
聖
學
之
全
」
の
八
字
無
し
。�

＊
9
「
若
」
を
「
後
」
に
作
る
。　

＊
11
「
～
也
」
の
下
に
、「
一
人
之
言
、
自
相
矛
盾
、
其
可
乎
哉
」
の
一
文
字
有
り
。　

＊
11
「
晦
翁
」

以
下
、「
非
二
也
」
に
至
る
ま
で
を
、「
晦
翁
既
分
存
養
省
察
、
故
以
不
睹
不
聞
爲
己
所
不
知
、
獨
爲
人
所
不
知
、
而
以
中
和
分
位
育
。
夫
既

己
所
不
知
矣
、
戒
慎
恐
懼
、
孰
從
而
知
之
。
既
分
中
和
位
育
矣
、
天
地
萬
物
、
孰
從
而
二
之
。
此
不
待
知
者
而
辨
也
。
先
師
則
以
不
睹
不
聞

爲
道
體
、
戒
慎
恐
懼
爲
脩
道
之
功
。
不
睹
不
聞
即
是
隱
微
、
即
所
謂
獨
。
存
省
一
事
、
中
和
一
道
、
位
育
一
原
、
皆
非
有
二
也
。」
に
作
る
。
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今
、
論
ず
る
所
の
同
じ
か
ら
ざ
る
は
、
大
學
の
先
知
後
行
、
中
庸
の
存
養
省
察
よ
り
過
ぎ
た
る
は
莫
し
。
晦
翁
は
以お
も

え
ら
く
、
格
物
致

知
を
知
に
属
し
、
誠
意
正
心
を
行
に
属
し
、
知
行
を
分
か
ち
て
先
後
と
爲
す
と
。
先
師
は
則
ち
以
え
ら
く
、
大
學
の
要
は
惟お
も

う
に
誠
意

に
在
り
、
知
は
意
の
体
、
物
は
意
の
用
な
り
、
致
知
格
物
な
る
者
は
誠
意
の
功
な
り
、
行
わ
ざ
れ
ば
之
を
知
と
謂
う
に
足
ら
ず
と
。
知

行
は
一
な
り
。
既
に
知
行
を
分
か
ち
て
先
後
と
爲
す
、
故
に
敬
を
用
い
て
以
て
其
の
始
終
を
成
す
を
須ま

つ
。
先
師
は
則
ち
以お

も為
え
ら
く
、

誠
は
即
ち
是
れ
敬
な
り
、
既
に
誠
に
し
て
、
復
た
敬
し
て
以
て
之
を
成
す
、
頭
上
に
頭
を
安お

く
に
幾ち
か

か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
と
。
孔

門
、
大
學
の
一
書
を
括く
く

り
て
中
庸
の
首
章
と
爲
す
、
戒
懼
慎
獨
な
る
者
は
、
是
れ
其
の
意
の
物
を
格た
だ

し
、
其
の
心
の
知
を
致
し
、
以
て

意
を
誠
に
す
る
の
功
な
り
。
未
發
の
中
と
發
し
て
節
に
中
る
の
和
と
は
、
是
れ
正
心
脩
身
の
事
な
り
。
中
和
位
育
は
、
則
ち
、
齊
家
治

國
平
天
下
の
事
な
り
。
若
し
知
行
を
分
か
ち
て
先
後
と
爲
さ
ば
、
中
庸
の
首
め
に
慎
獨
を
言
う
は
、
是
れ
行
有
れ
ど
も
知
無
き
な
り
。

脩
徳
凝
道
は
、
聖
學
の
全
な
り
。
尊
德
性
道
問
學
を
分
か
ち
て
存
心
・
致
知
と
爲
す
が
若
き
は
、
是
れ
知
有
れ
ど
も
行
無
き
な
り
。
晦

翁
は
以お
も

え
ら
く
、
戒
慎
恐
懼
は
存
養
に
属
し
、
睹
え
ず
聞
こ
え
ざ
る
は
己
の
知
ら
ざ
る
所
と
爲
し
、
見あ
ら
わる

る
莫
く
顯あ
ら
わな

る
莫
き
は
省
察

に
属
し
、
慎
獨
は
人
の
知
ら
ざ
る
所
爲た

り
と
。
既
に
知
ら
ざ
る
所
な
ら
ば
、
戒
慎
恐
懼
、
孰
れ
か
從
い
て
之
を
知
ら
ん
。
先
師
は
則
ち

不
睹
不
聞
を
以
て
道
体
と
為
し
、
睹み

え
ざ
る
に
戒
慎
し
、
聞
こ
え
ざ
る
に
恐
懼
す
は
、
是
れ
脩
道
の
功
に
し
て
、
戒
慎
恐
懼
は
即
ち
是

れ
隱
、
即
ち
是
れ
微
、
所
謂
獨
な
り
。
是
れ
慎
し
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
意
を
申
言
し
、
二
つ
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
晦
翁
は
隨
處

に
分
ち
て
二
と
爲
す
、
先
師
は
隨
處
に
合
わ
せ
て
一
と
爲
す
。
此
れ
其
の
大
較
な
り
。

今
日
の
議
論
で
異
な
る
点
は
、『
大
学
』
の
先
知
後
行
、『
中
庸
』
の
存
養
省
察
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
晦
翁
（
朱
熹
）
は
、

格
物
致
知
を
知
に
あ
て
、
誠
意
正
心
を
行
に
あ
て
る
こ
と
で
、
知
行
を
分
け
て
先
後
［
の
関
係
］
と
見
な
し
て
い
る
。［
一
方
］
先
師
は
、

次
の
よ
う
に
考
え
る
。『
大
学
』
の
要
は
、「
誠
意
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
知
は
意
の
体も
と

で
あ
り
、
物
は
意
の
用
は
た
ら
き［
の
所
産
］
で
あ
る
、
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致
知
格
物
と
は
、
意
を
誠
に
す
る
功
夫
で
あ
る
。
実
行
し
な
い
と
［
ほ
ん
と
う
に
］
知
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
知
と
行
と
は
一
体

不
可
分
な
も
の
で
あ
る
。
知
行
を
［
二
つ
に
］
分
け
て
、
先
後
［
関
係
］
と
見
な
す
か
ら
、
敬
［
の
工
夫
］
を
用
い
て
、
始
め
と
終
わ

り
の
完
成
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。［
一
方
］
先
師
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
誠
こ
そ
ほ
か
で
も
な
い
敬
で
あ
る
。
す
で

に
誠
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
上
さ
ら
に
敬
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
頭
上
に
頭
を
安お

く
よ
う
な
も
の
［
で
、
余
計
な

こ
と
］
だ
。
孔
子
門
下
は
、『
大
学
』
の
一
書
を
総
括
し
て
、『
中
庸
』
の
首
章
と
し
た
。［『
中
庸
』
の
］「
戒
懼
」、「
慎
独
」
と
は
、

そ
の
意
の
物
を
格た
だ

し
て
（「
意
」
が
具
体
的
に
発
動
す
る
現
場
と
し
て
の
「
物
」、
す
な
わ
ち
、
対
他
関
係
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
関
係

を
正
し
て
）、
そ
の
心
の
知
（
良
知
）
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
意
を
誠
に
す
る
」
功
夫
で
あ
る
。「
未
発
の
中
」
と
「
発
し
て

節
に
中
る
」
の
和
と
は
、［『
大
学
』
の
］
正
心
・
修
身
の
成
果
で
あ
る
。「
中
和
位
育
す
」
と
は
、［『
大
学
』
の
］
斉
家
・
治
国
・
平

天
下
の
成
果
で
あ
る
。
も
し
知
行
を
分
け
て
、
先
後
と
見
な
す
の
で
あ
れ
ば
、『
中
庸
』
の
首
章
に
「
独
を
慎
む
」
と
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
行
（
行
為
）
は
有
る
け
れ
ど
も
、
知
（
認
知
）
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
徳
を
身
に
つ
け
、
道
を
堅
固
な
も
の
に
す
る
こ
と

が
聖
学
の
全
て
で
あ
る
。「
尊
徳
性
」
と
「
道
問
学
」
と
を
分
け
て
、［
そ
れ
ぞ
れ
］「
存
心
」
と
「
致
知
」
と
見
な
す
と
な
る
と
、
知
（
認

知
）
が
有
っ
て
も
、
行
（
行
為
）
が
無
い
［
時
が
あ
る
］
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晦
翁
は
、「
戒
慎
恐
懼
」
は
存
養
に
属
し
、「
睹
え
ず

聞
こ
え
ず
」
は
「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
と
し
、「
見あ
ら
わる
る
莫
く
顯あ
ら
わな
る
莫
き
」（
す
な
わ
ち
、
顕
現
し
た
と
こ
ろ
）

は
省
察
に
属
し
、「
慎
独
」
は
「
他
人
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
（
＊
筆
者
注
＝
あ
る
い
は
、「
慎
独
は
省
察
に
属
し
、
莫
見
莫
顯
は
他
人

が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
」
の
誤
り
か
？
）
と
し
て
い
る
。「［
自
分
で
も
］
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
」
だ
と
す
れ
ば
、
戒
慎
恐
懼
し
て
も
、

何
に
も
と
づ
い
て
知
る
と
い
う
の
か
。
先
師
は
、「
睹
え
な
い
、
聞
こ
え
な
い
」
を
道
の
体
あ
り
よ
うと

し
、「
睹み

え
ざ
る
に
も
戒
慎
し
、
聞
こ
え

ざ
る
に
も
恐
懼
す
る
」
こ
と
が
、
道
を
修
め
る
実
践
で
あ
り
、「
戒
慎
恐
懼
」
こ
そ
が
隠
れ
た
も
の
で
あ
り
、
微か
す

か
な
も
の
で
あ
り
、

所
謂
独
で
あ
る
、
と
す
る
。
つ
ま
り
［
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
］「
慎
し
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
意
味
を
重
ね
て
言
っ
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た
も
の
で
、［
戒
慎
恐
懼
と
慎
独
の
両
者
を
］
別
個
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。［
以
上
の
よ
う
に
］
晦
翁
は
随
処
で
物

事
を
分
け
て
二
つ
に
す
る
が
、
先
師
は
随
処
で
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
と
見
な
す
。
こ
れ
が
、
そ
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

〇
晦
翁
以
格
物
致
知
屬
知
、
誠
意
正
心
属
行
、
分
知
行
爲
先
後
＝
『
大
学
或
問
』
に
、「
程
子
曰
、
誠
敬
固
不
可
以
不
勉
。
然
天

下
之
理
、
不
先
知
之
、
亦
未
有
能
勉
以
行
之
者
也
。
故
大
學
之
序
、
先
致
知
而
後
誠
意
。
其
等
有
不
可
躐
者
。
苟
無
聖
人
之
聦
明

睿
知
、
而
徒
欲
勉
焉
以
踐
其
行
事
之
迹
、
則
亦
安
能
如
彼
之
動
容
周
旋
無
不
中
禮
也
哉
。」。
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
王
陽
明
は
、

こ
れ
に
対
し
て
、「
蓋
『
大
學
』
格
物
之
説
、
自
與
繋
辭
窮
理
大
旨
雖
同
、
而
微
有
分
辨
。
窮
理
者
、
兼
格
致
誠
正
而
爲
功
也
。

故
言
窮
理
、
則
格
致
誠
正
之
功
皆
在
其
中
。
言
格
物
、
則
必
兼
擧
致
知
・
誠
意
・
正
心
、
而
後
其
功
始
備
而
密
。
今
偏
擧
格
物
而

遂
謂
之
窮
理
、
此
所
以
專
以
窮
理
屬
知
、
而
謂
格
物
未
常
有
行
。
非
惟
不
得
格
物
之
旨
、
并
窮
理
之
義
而
失
之
矣
。
此
後
世
之
學
、

所
以
析
知
行
爲
先
後
兩
截
、
日
以
支
離
決
裂
、
而
聖
學
益
以
殘
晦
者
、
其
端
實
始
於
此
。」（『
伝
習
録
』
巻
中
・「
答
顧
東
橋
書
」）

と
言
う
。　

〇
大
學
之
要
、
惟
在
誠
意
＝
王
陽
明
の
「
大
學
古
本
序
」
に
、「
大
學
之
要
、
誠
意
而
已
矣
。
誠
意
之
功
、
格
物
而

已
矣
。」（
新
編
本
『
王
陽
明
全
集
』
巻
七
、二
五
八
頁
）
と
あ
る
。　

〇
知
者
意
之
体
、
物
者
意
之
用
、
致
知
格
物
者
、
誠
意
之

功
＝
王
陽
明
の
「
大
學
古
本
傍
釋
」
に
、「
心
者
身
之
主
、
意
者
心
之
發
、
知
者
意
之
體
、
物
者
意
之
用
。」（
新
編
本
『
王
陽
明

全
集
』
巻
四
十
五
・
補
録
七
、一
八
五
一
頁
）
と
あ
る
。　

〇
格
物
致
知
者
、
誠
意
之
功
＝
『
伝
習
録
』
上
巻
に
、「
格
物
致
知
者

即
誠
意
之
功
。
道
問
學
即
尊
德
性
之
功
。
明
善
即
誠
身
之
功
、
無
二
説
也
。」。
ま
た
、「
答
王
天
宇
」
に
「
鄙
意
但
謂
君
子
之
學

以
誠
意
為
主
、
格
物
致
知
者
、
誠
意
之
功
也
。」
と
あ
る
。　

〇
不
行
不
足
之
謂
知
＝
『
伝
習
録
』
中
巻
に
、「
知
之
眞
切
篤
實
處
、

即
是
行
。
行
之
明
覺
精
察
處
、
即
是
知
。
知
行
工
夫
、
本
不
可
離
。
只
爲
後
世
學
者
分
作
兩
截
用
功
、
失
卻
知
行
本
體
、
故
有
合

一
並
進
之
説
。
眞
知
即
所
以
爲
行
、
不
行
不
足
謂
之
知
。」　

〇
頭
上
安
頭
＝
余
計
な
こ
と
、
重
複
す
る
こ
と
の
比
喩
。
こ
こ
は
、
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蛇
足
の
意
。
典
拠
は
仏
典
。『
五
燈
會
元
』
に
、「
今
有
一
事
問
汝
等
、
若
道
這
箇
是
、
即
頭
上
安
頭
、
若
道
不
是
、
即
斬
頭
求
活
。」

と
見
え
る
。
ま
た
、
黄
庭
堅
の
「
拙
軒
頌
」
に
、「
頭
上
安
頭
、
屋
下
蓋
屋
、
畢
竟
巧
者
有
餘
、
拙
者
不
足
。」
と
あ
る
。
以
上
、『
漢

語
』
に
拠
る
。�　

〇
孔
門
括
大
學
一
書
爲
中
庸
首
章
＝
『
伝
習
録
』
上
巻
・
42
条
に
、「
澄
問
學
庸
同
異
。
先
生
曰
、
子
思
括
大

學
一
書
之
義
、
為
中
庸
首
章
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、「
中
庸
首
章
解
義
」
に
も
、「
先
師
謂
子
思
括
大
學
一
書
爲
中

庸
首
章
。
戒
懼
慎
獨
者
、
致
知
格
物
之
功
、
所
謂
誠
意
也
、
未
發
之
中
、
正
心
邊
事
。
中
節
之
和
、
修
身
邊
事
。
中
和
位
育
者
、

家
齊
國
治
而
天
下
平
、
盡
性
以
至
於
命
也
。
此
易
簡
之
旨
、
一
貫
之
宗
傳
也
。
而
世
之
言
修
道
者
離
矣
。」（『
王
畿
集
』
巻
八
、

一
七
九
頁
）
と
あ
る
。　

〇
須
用
敬
以
成
其
始
終
＝
『
大
學
或
問
』
冒
頭
に
、「
吾
聞
之
、
敬
之
一
字
、
聖
學
所
以
成
始
而
成
終

者
也
」、
ま
た
、
更
に
、「
敬
者
、
一
心
之
主
宰
而
萬
事
之
本
根
也
。
知
其
所
以
用
力
之
方
、
則
知
小
學
之
不
能
無
頼
於
此
以
爲
始
。

知
小
學
之
頼
此
以
始
、
則
夫
大
學
之
不
能
無
頼
乎
此
以
爲
終
者
、
可
以
一
以
貫
之
而
無
疑
矣
。
蓋
此
心
既
立
、
由
是
格
物
致
知
以

盡
事
物
之
理
、
則
所
謂
尊
德
性
而
道
問
學
。
由
是
誠
意
正
心
以
脩
其
身
、
則
所
謂
先
立
其
大
者
而
小
者
不
能
奪
。
由
是
齊
家
治
國

以
及
乎
天
下
、
則
所
謂
脩
己
以
安
百
姓
、
篤
恭
而
天
下
平
。
是
皆
未
始
一
日
而
離
乎
敬
也
。
然
則
敬
之
一
字
、
豈
非
聖
學
始
終
之

要
也
哉
。」
と
言
う
。
こ
う
し
た
朱
熹
の
「
居
敬
」
の
説
に
対
し
て
、
王
陽
明
は
、「
敬
」
を
「
蛇
足
」
と
し
て
退
け
る
。「
…
…

大
抵
『
中
庸
』
工
夫
、
只
是
誠
身
。
誠
身
之
極
、
便
是
至
誠
。『
大
學
』
工
夫
、
只
是
誠
意
。
誠
意
之
極
、
便
是
至
善
。
工
夫
總

是
一
般
。
今
說
這
裏
補
箇
敬
字
、
那
裏
補
箇
誠
字
、
未
免
畫
蛇
添
足
。」（『
伝
習
録
』
上
巻
）。　

〇
先
師
則
以
不
睹
不
聞
為
道
体
、

戒
慎
不
睹
恐
惧
不
聞
、
是
脩
道
之
功
＝
『
伝
習
録
』
下
巻
に
、「
…
…
蓋
不
睹
不
聞
是
良
知
本
體
。
戒
慎
恐
懼
是
致
良
知
的
工
夫
。

學
者
時
時
刻
刻
常
睹
其
所
不
睹
、
常
聞
其
所
不
聞
、
工
夫
方
有
個
實
落
處
。
久
久
成
熟
後
、
則
不
須
著
力
、
不
待
防
檢
、
而
真
性

自
不
息
矣
。
豈
以
在
外
者
之
聞
見
為
累
哉
。」　

〇
戒
懼
慎
獨
＝
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
に
、「
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
。
可
離

非
道
也
。
是
故
君
子
戒
愼
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
／
莫
見
乎
隱
、
莫
顯
乎
微
。
故
君
子
愼
其
獨
也
。」
と
あ
る
の
に
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拠
る
。
朱
注
に
、「
道
者
、
日
用
事
物
當
行
之
理
。
皆
性
之
德
而
具
於
心
。
無
物
不
有
、
無
時
不
然
。
所
以
不
可
須
臾
離
也
。
若

其
可
離
、
則
豈
率
性
之
謂
哉
。
是
以
君
子
之
心
常
存
敬
畏
、
雖
不
見
聞
、
亦
不
敢
忽
。
所
以
存
天
理
之
本
然
、
而
不
使
離
於
須
臾

之
頃
也
。
／
隱
、
暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。
言
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
雖
未
形
、

而
幾
則
已
動
。
人
雖
不
知
、
而
己
獨
知
之
、
則
是
天
下
之
事
、
無
有
著
見
明
顯
而
過
於
此
者
。
是
以
君
子
既
常
戒
懼
、
而
於
此
尤

加
謹
焉
。
所
以
遏
人
欲
於
將
萌
、
而
不
使
其
潛
滋
暗
長
於
隱
微
之
中
、
以
至
離
道
之
遠
也
。」
と
あ
る
。　

〇
中
和
位
育
＝
『
中

庸
章
句
』
第
一
章
に
、「
致
中
和
、
天
地
位
焉
、
萬
物
育
焉
。」
と
あ
る
。
そ
の
朱
注
に
、「
致
、
推
而
極
之
也
。
位
者
、
安
其
所
也
。

育
者
、
遂
其
生
也
。
自
戒
懼
而
約
之
、
以
至
於
至
靜
之
中
、
無
少
偏
倚
、
而
其
守
不
失
、
則
極
其
中
而
天
地
位
矣
。
自
謹
獨
而
精

之
、
以
至
於
應
物
之
處
、
無
少
差
謬
、
而
無
適
不
然
、
則
極
其
和
而
萬
物
育
矣
。
蓋
天
地
萬
物
本
吾
一
體
。
吾
之
心
正
、
則
天
地

之
心
亦
正
矣
。
吾
之
氣
順
、
則
天
地
之
氣
亦
順
矣
。
故
其
效
驗
至
於
如
此
。
此
學
問
之
極
功
、
聖
人
之
能
事
、
初
非
有
待
於
外
、

而
脩
道
之
敎
亦
在
其
中
矣
。
是
其
一
體
一
用
雖
有
動
靜
之
殊
、
然
必
其
體
立
、
而
後
用
有
以
行
、
則
其
實
亦
非
有
兩
事
也
。
故
於

此
合
而
言
之
、
以
結
上
文
之
意
。」
と
あ
る
。　

〇
脩
徳
凝
道
＝
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章
の
「
君
子
尊
德
性
而
道
問
學
」
の

朱
注
に
、「
二
者
（「
尊
徳
性
」
と
「
道
問
学
」）
脩
德
凝
道
之
大
端
也
」
と
あ
る
。
な
お
、「
凝
道
」
に
つ
い
て
は
、
王
畿
に
「
凝

道
堂
記
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、「
夫
萬
物
皆
備
於
我
、
反
身
而
誠
、
則
樂
誠
斯
凝
矣
。
凝
目
睛
、
始
能
善
萬
物
之
色
。
凝
耳
韻
、

始
能
善
萬
物
之
聲
、
天
聰
明
也
。
良
知
者
、
離
明
之
體
、
天
聰
明
之
盡
。
致
良
知
則
天
命
在
我
、
宛
然
無
思
無
爲
、
不
出
其
位
、

而
萬
善
皆
歸
焉
。
所
謂
凝
命
也
。
故
君
子
不
重
則
不
威
、
厚
重
威
嚴
、
正
位
居
體
、
凝
者
學
之
固
也
。
以
忠
信
爲
主
本
、
忠
信
者

凝
之
質
也
。
世
之
學
者
、
不
務
其
本
、
而
襲
取
於
外
、
以
輕
浮
失
之
者
多
矣
。
艮
之
連
山
、
坤
之
歸
藏
、
乾
之
潜
龍
、
易
道
之
密

機
、
皆
所
謂
凝
也
。
成
湯
之
昧
顧
諟
、
文
王
之
小
心
昭
事
、
成
王
之
夙
基
命
、
聖
功
也
。
故
曰
凝
者
聖
學
之
基
。」（『
王
畿
集
』

巻
十
七
、四
八
〇
頁
）
と
言
う　

〇
分
尊
德
性
道
問
學
爲
存
心
致
知
＝
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章
の
「
君
子
尊
德
性
而
道
問
學
」
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の
朱
注
に
、「
尊
德
性
、
所
以
存
心
而
極
乎
道
體
之
大
也
。
道
問
學
、
所
以
致
知
而
盡
乎
道
體
之
細
也
。
二
者
脩
德
凝
道
之
大
端
也
。

不
以
一
毫
私
意
自
蔽
、
不
以
一
毫
私
欲
自
累
、
涵
泳
乎
其
所
已
知
、
敦
篤
乎
其
所
已
能
。
此
皆
存
心
之
屬
也
。
析
理
則
不
使
有
毫

釐
之
差
、
處
事
則
不
使
有
過
不
及
之
謬
。
理
義
則
日
知
其
所
未
知
、
節
文
則
日
謹
其
所
未
謹
。
此
皆
致
知
之
屬
也
。
蓋
非
存
心
無

以
致
知
、
而
存
心
者
又
不
可
以
不
致
知
。」
と
、「
尊
德
性
」
を
「
存
心
」
に
、「
道
問
学
」
を
「
致
知
」
に
分
属
し
て
い
る
が
、

同
時
に
、
そ
の
不
可
分
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。　

〇
晦
翁
以
戒
慎
恐
惧
属
存
養
…
…
莫
見
莫
顯
属
省
察
＝
朱
熹
は
、『
中

庸
章
句
』
首
章
の
ま
と
め
に
お
い
て
、「
右
第
一
章
。
子
思
述
所
傳
之
意
以
立
言
。
首
明
道
之
本
原
出
於
天
而
不
可
易
、
其
實
體

備
於
己
而
不
可
離
。
次
言
存
養
省
察
之
要
。」
と
言
う
。　

〇
晦
翁
…
…
不
睹
不
聞
爲
己
所
不
知
矣
…
…
慎
獨
爲
人
所
不
知
＝
『
中

庸
章
句
』
首
章
「
莫
見
乎
隱
。
莫
顯
乎
微
。
故
君
子
愼
其
獨
也
」
の
朱
註
に
、「
隱
、
暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
人
所
不
知

而
己
所
獨
知
之
地
也
。」と
あ
る
。『
中
庸
或
問
』に
、「
其
所
不
睹
不
聞
者
己
之
所
不
睹
不
聞
也
。
…
…
獨
者
人
之
所
不
睹
不
聞
也
。」

と
あ
る
。
→
【
参
考
②
】。
な
お
、
後
半
部
分
は
、
前
半
に
倣
え
ば
、
あ
る
い
は
「
慎
獨
属
省
察
、
莫
見
莫
顯
爲
人
所
不
知
」
の

誤
り
か
。　

〇
戒
慎
不
睹
恐
惧
不
聞
、
是
脩
道
之
功
＝
『
伝
習
録
』
巻
上
に
、「
人
能
修
道
、
然
後
能
不
違
於
道
、
以
復
其
性
之

本
體
、
則
亦
是
聖
人
率
性
之
道
矣
。
下
面
『
戒
慎
恐
懼
』
便
是
修
道
的
工
夫
、『
中
和
』
便
是
復
其
性
之
本
體
、
如
易
所
謂
窮
理

盡
性
以
至
於
命
、
中
和
位
育
便
是
盡
性
至
命
。」　

〇
非
二
也
＝
朱
子
が
存
養
と
省
察
、
戒
慎
恐
懼
と
慎
独
と
を
二
つ
に
分
け
て
い

る
の
に
対
し
、
王
畿
は
両
者
は
一
つ
の
工
夫
だ
と
す
る
。『
全
集
』
本
で
は
、「
存
省
一
事
、
中
和
一
道
、
位
育
一
原
、
皆
非
有
二

也
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
陽
明
の
次
の
発
言
を
参
照
。『
伝
習
録
』
上
巻
に
、「
省
察
是
有
事
時
存
養
、
存
養
是
無

事
時
省
察
。」
と
あ
る
。

【
参
考
①
】
後
半
部
分
は
、「
戒
慎
恐
懼
」
と
「
慎
独
」
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
参
考
ま
で
に
、
朱
子
の
解
釈
を
挙
げ
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て
お
く
。
─
─
「
潘
恭
叔
の
論
は
、
熹わ
た
しの
旧
説
を
見
て
、
こ
う
し
た
疑
問
を
持
っ
た
よ
う
だ
。
疑
っ
た
結
果
は
、
お
お
む
ね
一
理

あ
る
が
、
け
れ
ど
も
、
細
か
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
当
時
、［
私
自
身
］
旧
説
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
欠
点

が
あ
る
と
考
え
た
の
で
、
後
で
、
す
で
に
改
定
し
た
。
大
抵
、『
中
庸
章
句
』
序
章
に
、「
道
は
離
る
べ
か
ら
ず
、
離
る
べ
き
は
道

に
非
ず
。
是
れ
故
に
、
君
子
は
其
の
睹
え
ざ
る
所
に
戒
慎
し
、
其
の
聞
こ
え
ざ
る
所
に
恐
懼
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
つ
ま
り

は
、
徹
頭
徹
尾
、
い
つ
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
も
、
功
夫
を
下
さ
な
い
こ
と
は
な
く
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
で
も
、
道
か
ら
離
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。〔
原
注
：「
不
睹
」「
不
聞
」
と
「
独
」
と
は
同
じ
で
は
な
く
、

乃
ち
戒
懼
の
至
り
で
あ
り
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
戒
懼
し
な
い
こ
と
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

耳
目
が
及
ば
ず
、
さ
し
せ
ま
っ
た
要
件
が
無
い
場
面
で
も
、
や
は
り
目
を
離
さ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
無
声
に
聴
き
、
無
形
に

視
る
」（『
礼
記
』
曲
礼
篇
）
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
し
。
耳
に
聞
こ
え
、
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
、
ぞ
ん
ざ
い
に
し
て
も
よ

い
が
、
特
に
こ
こ
だ
け
は
功
夫
を
加
え
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
だ
。〕
そ
の
上
、
さ
ら
に
、「
莫
見
乎
隠
、
莫
顕
乎
微
。
故
君

子
謹
其
独
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
つ
ま
り
、
上
文
の
［
見
聞
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
］
全
体
的
に
通
し
て
行
う
工
夫
の
中
で
も
、

［
特
に
］
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
一
念
が
起
こ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
万
事
の
根
原
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の
上
さ
ら
に
喫
緊
切
実
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
故
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
注
意
し
て
省
察
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
隠
れ
た
も
の
を
表
面
化
さ

せ
、
微
か
な
る
も
の
を
顕
在
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
［
道
心
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
］
人
欲
の
私
（
す

な
わ
ち
、
人
心
）
を
無
く
す
こ
と
で
あ
る
。〔
原
注
：
二
つ
の
「
莫
」
の
字
を
観
る
と
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
念
慮
が
萌
そ
う
と
し
て
、

天
理
と
人
欲
と
の
幾
（
分
か
れ
目
）
で
あ
れ
ば
、
最
も
緊
要
で
切
実
な
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
も
っ
と
も
功
夫
を
施
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
全
体
の
工
夫
の
中
で
も
、
こ
こ
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
の
省
察
を
加
え
る
の
だ
。
け
れ
ど

も
、
や
は
り
、
必
ず
し
も
思
慮
が
萌
し
て
し
ま
う
の
を
待
っ
て
か
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
一
つ
の
心
に
よ
っ
て
省
察
す
る
と
い
う
わ
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け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
全
体
の
工
夫
は
、
す
で
に
途
切
れ
る
こ
と
無
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
す
な
わ
ち
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
で
、
わ
ず
か
に
注
意
喚
起
し
た
な
ら
ば
、
お
の
ず
と
遺
漏
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。〕

叔
恭
所
論
、
似
是
見
熹
舊
説
而
有
此
疑
。
疑
得
大
概
有
理
、
但
曲
折
処
有
未
尽
耳
。
当
時
旧
説
誠
為
有
病
、
後
来
多
已
改
定
矣
。

大
抵
其
言
「
道
不
可
離
、
可
離
非
道
。
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
」、
乃
是
徹
頭
徹
尾
、
無
時
無
処
不

下
功
夫
、
欲
其
無
須
臾
而
離
乎
道
也
。〔「
不
睹
」「
不
聞
」
与
「
独
」
字
不
同
、
乃
是
言
其
戒
懼
之
至
、
無
適
不
然
。
雖
是
此

等
耳
目
不
及
無
要
緊
処
、
亦
加
照
管
。
如
云
聴
於
無
声
、
視
於
無
形
、
非
謂
所
聞
見
処
却
可
闊
略
而
特
然
於
此
加
功
也
。〕
又

言
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顕
乎
微
。
故
君
子
謹
其
独
」、
乃
是
上
文
全
体
工
夫
之
中
、
見
得
此
処
是
一
念
起
処
、
万
事
根
原
、
又
更

緊
切
、
故
当
於
此
加
意
省
察
、
欲
其
自
隠
而
見
、
自
微
而
顕
、
皆
無
人
欲
之
私
也
。〔
観
両
「
莫
」
字
、
此
処
是
念
慮
欲
萌
而

天
理
人
欲
之
幾
、
最
是
緊
切
、
尤
不
可
不
下
工
処
。
故
於
全
体
工
夫
之
中
、
就
此
更
加
省
察
。
然
亦
非
必
待
其
思
慮
已
萌
而
後

別
以
一
心
察
之
。
蓋
全
体
工
夫
既
無
間
断
、
即
就
此
処
略
加
提
撕
、
便
自
無
透
漏
也
。〕（「
答
胡
季
隨
第
四
書
」『
朱
子
文
集
』

巻
五
三
）

【
参
考
②
】『
中
庸
或
問
』
の
次
の
二
つ
の
問
答
を
参
照
。
─
─
【
Ａ
】
曰
、
諸
家
之
說
皆
以
戒
謹
不
睹
恐
懼
不
聞
、
卽
爲
謹
獨
之

意
。
子
乃
分
之
以
爲
兩
事
。
無
乃
破
碎
支
離
之
甚
耶
。
曰
、
既
言
道
不
可
離
、
則
是
無
適
而
不
在
矣
。
而
又
言
莫
見
乎
隱
、
莫
顯

乎
微
、
則
是
要
切
之
處
尤
在
於
隱
微
也
。
既
言
戒
謹
不
睹
恐
懼
不
聞
、
則
是
無
處
而
不
謹
矣
。
又
言
謹
獨
、
則
是
其
所
謹
者
尤
在

於
獨
也
。
是
固
不
容
於
不
異
矣
。
若
其
同
爲
一
事
、
則
其
爲
言
又
何
必
若
是
之
重
複
耶
。
且
此
書
卒
章
、
潛
雖
伏
矣
、
不
愧
屋
漏
、

亦
兩
言
之
。
正
與
此
相
首
尾
。
但
諸
家
皆
不
之
察
、
獨
程
子
嘗
有
不
愧
屋
漏
與
謹
獨
是
持
養
氣
象
之
言
、
其
於
二
者
之
閒
特
加
與

字
。
是
固
已
分
爲
兩
事
、
而
當
時
聽
者
有
未
察
耳
。【
Ｂ
】
曰
、
子
又
安
知
不
睹
不
聞
之
不
爲
獨
乎
。
曰
、
其
所
不
睹
不
聞
者
、
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己
之
所
不
睹
不
聞
也
。
故
上
言
道
不
可
離
、
而
下
言
君
子
自
其
平
常
之
處
無
所
不
用
其
戒
懼
、
而
極
言
之
以
至
於
此
也
。
獨
者
、

人
之
所
不
睹
不
聞
也
。
故
上
言
莫
見
乎
隱
、
莫
顯
乎
微
、
而
下
言
君
子
之
所
謹
者
尤
在
於
此
幽
隱
之
地
也
。
是
其
語
勢
自
相
唱
和
、

各
有
血
脈
、
理
甚
分
明
。
如
曰
是
兩
條
者
皆
爲
謹
獨
之
意
、
則
是
持
守
之
功
、
無
所
施
於
平
常
之
處
、
而
專
在
幽
隱
之
閒
也
。
且

雖
免
於
破
碎
之
譏
、
而
其
繁
複
偏
滯
而
無
所
當
亦
甚
矣
。

【
参
考
③
】
本
節
の
末
尾
の
部
分
は
、『
全
集
』
版
と
本
テ
キ
ス
ト
（『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
本
）
と
で
は
、
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、『
全
集
』
版
に
つ
い
て
も
、
現
代
語
訳
し
て
お
く
。

「
晦
翁
は
、
存
養
と
省
察
と
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、『
不
睹
不
聞
』を
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
み
な
し
、『
独
』

を
他
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
み
な
し
て
、
中
和
に
よ
っ
て
位
育
を
分
け
た
の
だ
。
そ
も
そ
も
自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
な

ら
、
戒
慎
恐
懼
は
、
何
に
も
と
づ
い
て
知
る
と
い
う
の
か
。
中
和
位
育
を
分
け
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
天
地
万
物
を
、
何
に
も
と

づ
い
て
、
二
つ
（
別
物
）
に
す
る
の
か
。
こ
れ
は
、
知
者
［
の
出
現
］
を
待
た
な
く
て
も
、
明
白
で
あ
る
。
先
師
は
、「
不
睹
不
聞
」

を
道
に
体
（
あ
り
よ
う
）
と
し
、
戒
慎
恐
懼
を
道
を
修
め
る
功
夫
と
し
た
。「
不
睹
不
聞
」
は
隠
微
な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、

す
な
わ
ち
、
所
謂
「
独
」
で
あ
る
。
存
養
と
省
察
は
一
つ
の
事
で
あ
り
、
中
と
和
と
は
一
つ
の
道
で
あ
り
、［
天
地
が
］
位
す
る

の
と
［
万
物
が
］
育
す
の
と
は
一
つ
の
源
泉
［
に
由
来
す
る
も
の
］
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
別
々
の
事
柄
で
は
な
い
の
だ
。」（
原

文
「
晦
翁
既
分
存
養
省
察
、
故
以
不
睹
不
聞
爲
己
所
不
知
、
獨
爲
人
所
不
知
、
而
以
中
和
分
位
育
。
夫
既
己
所
不
知
矣
、
戒
慎
恐

懼
、
孰
從
而
知
之
。
既
分
中
和
位
育
矣
、
天
地
萬
物
、
孰
從
而
二
之
。
此
不
待
知
者
而
辨
也
。
先
師
則
以
不
睹
不
聞
爲
道
體
、
戒

慎
恐
懼
爲
脩
道
之
功
。
不
睹
不
聞
即
是
隱
微
、
即
所
謂
獨
。
存
省
一
事
、
中
和
一
道
、
位
育
一
原
、
皆
非
有
二
也
。」
末
尾
の
「
存

省
一
事
」
の
語
に
つ
い
て
、『
伝
習
録
』
上
巻
に
、「
省
察
是
有
事
時
存
養
、
存
養
是
無
事
時
省
察
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。
と
こ
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ろ
で
、『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
所
収
の
も
の
と
、
そ
の
後
の
、『
全
集
』
所
収
の
も
の
と
の
、
こ
の
部
分
の
大
き
な
異
同
は
何
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
は
、
論
旨
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
大
き
な
違
い
は
、『
全
集
』
本
に
無
い
（
削
ら
れ
た
）

「
中
和
・
位
育
」
の
議
論
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

至1
＊

於
古
今
學
術
、
尤
有
關
係
、
不
容
不
辨
者
、
大
學
為
致
知
、
中
庸
為
未
發
之
中
。
夫
良
知
之
與
知
識
、
爭
若
毫
釐
、
究
實
千
里
。
同

一
知
也
、
如2
＊

此
則
為
良
、
如
此
則
為
識
。
良
知
者
、
不
由
學
慮
而
得
、
德
性
之
知
、
求
諸
己
也
。
知
識
者
、
由
學
慮
而
得
、
聞
見
之
知
、

資
于3
＊

外
也
。
未
發
之
中
、
是
千
古
聖
學
之
的
。
不4
＊

可
謂
常
人
倶
有
。
中
是5
＊

性
体
。
戒
懼
者
、
脩6
＊

道
之
功
也
。
道7
＊

脩
而
後
、
可
以
復
性
、

故
曰
、
戒
慎
恐
懼
而
中
和
出
焉
。
體
用
一
源
。
常
人
喜
怒
哀
樂
、
多
不
中
節
、
則
可
見
其
未
發
之
中
、
未
能
全8
＊

也
。
夫
良
知
、
如9
＊

赤
日

之
麗
空
、
大
陰
五
緯
、
猶
將
避
其
光
輝
。
況
魑
魅
魍
魎
乎
。
未11
＊

發
之
中
、
如11
＊

北
極12
＊

之
奠
垣
、
七
政
由
之
以
效
靈
、
四
時
由
之
以
成
歳
、

運
乎
周
天
、
無
一
息
之
停
、
而
實
未
嘗
一
息
離
乎
本
垣
、
故
謂
之
未
發
也
。
千
聖
舍
此
、
更
無
脉
路
可
循
、
古
今
學
術13
＊

、
尤
不
容
不
辨14
＊

也
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
至
於
古
今
學
術
、
尤
有
關
係
、
不
容
不
辨
者
。
大
學
為
致
知
、
中
庸
為
未
發
之
中
」
を
、「
至
於
大
學
致
知
、
中
庸
未
發

之
中
、
此
古
今
學
術
、
尤
有
關
係
、
不
容
不
辨
者
也
（
大
學
の
致
知
、
中
庸
の
未
發
の
中
に
至
り
て
は
、
此
れ
古
今
の
學
術
、
尤
も
關
係
有

り
て
、
辨
ぜ
ざ
る
容
か
ら
ざ
る
者
な
り
）」
に
作
る
。　

＊
2
「
如
此
則
為
良
、
如
此
則
為
識
」
の
十
字
無
し
。　

＊
3
「
于
」
字
無
し
。�

＊
4
「
不
可
謂
常
人
倶
有
」
の
七
字
無
し
。　

＊
5
「
是
」
を
「
為
」
に
作
る
。　

＊
6
「
脩
道
」
の
下
に
、「
復
性
」
の
二
字
有
り
。　

＊
7
「
道
脩
而
後
可
以
復
性
」
の
八
字
無
し
。　

＊
8
「
全
」
を
「
復
」
に
作
る
。　

＊
9
「
如
赤
日
之
麗
空
大
陰
五
緯
猶
將
避
其
光
輝
、

況
魑
魅
魍
魎
乎
」
字
無
し
。　

＊
11
「
未
發
」
の
前
に
「
即
是
」
二
字
有
り
。　

＊
11
「
如
」
の
上
に
「
譬
」
字
有
り
。　

＊
12
「
極
」
を
「
辰
」
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に
作
る
。　

＊
13
「
術
」
の
下
に
「
之
同
異
」
の
三
字
有
り
。　

＊
14
「
辨
」
の
下
に
「
者
」
字
有
り
。

古
今
の
學
術
の
、
尤
も
關
係
有
り
て
、
辨
ぜ
ざ
る
容べ

か
ら
ざ
る
者
に
至
り
て
は
、
大
學
に
て
は
致
知
為
り
、
中
庸
に
て
は
未
發
の
中
為

り
。
夫
れ
良
知
と
知
識
と
は
、
爭
う
こ
と
毫
釐
の
若
き
も
、
究
み
は
實
に
千
里
な
り
。
同
じ
く
一
つ
の
知
な
る
も
、
此
く
の
如
く
な
れ

ば
則
ち
良
と
為
り
、
此
く
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
識
と
為
る
。
良
知
な
る
者
は
、
學
慮
に
由
ら
ず
し
て
得
、
德
性
の
知
に
し
て
、
諸
れ
を

己
に
求
む
る
な
り
。
知
識
な
る
者
は
、
學
慮
に
由
り
て
得
、
聞
見
の
知
に
し
て
、
諸
れ
を
外
に
資
る
な
り
。
未
發
の
中
は
是
れ
千
古
聖

學
の
的
な
り
。
常
人
倶つ
ぶ

さ
に
有
り
と
謂
う
べ
か
ら
ず
。
中
は
是
れ
性
體
な
り
。
戒
懼
な
る
者
は
、
脩
道
の
功
な
り
。
道
脩
ま
り
て
、
而

し
て
後
に
、
以
て
性
に
復
る
べ
し
。
故
に
曰
く
、
戒
慎
恐
懼
し
て
、
中
和
、
焉こ

れ
よ
り
出
づ
、
と
。
體
用
は
一
源
な
り
。
常
人
の
喜
怒

哀
樂
、
多
む
ね
節
に
中
ら
ざ
る
は
、
則
ち
、
見
つ
べ
し
、
其
の
未
發
の
中
、
未
だ
全
き
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
夫
れ
良
知
は
、
赤
日
の
空

に
麗つ

け
ば
、
大
陰
五
緯
、
猶
お
將
に
其
の
光
輝
を
避
け
ん
と
す
る
が
如
し
、
況
ん
や
魑
魅
魍
魎
を
や
。
未
發
の
中
、
譬
え
ば
北
辰
の
垣

に
奠さ
だ

ま
る
が
ご
と
し
、
七
政
、
之
に
由
り
て
以
て
靈
を
效
し
、
四
時
、
之
に
由
り
て
以
て
歳
を
成
し
、
周
天
に
運
り
て
、
一
息
の
停
ま

る
こ
と
無
き
も
、
而
れ
ど
も
、
實
は
未
だ
嘗
て
一
息
も
本
垣
を
離
れ
ず
。
故
に
、
之
を
未
發
と
謂
う
な
り
。
千
聖
、
此
を
舍
て
て
、
更

に
脈
路
の
循
う
べ
き
無
し
。
古
今
學
術
、
尤
も
辨
ぜ
ざ
る
容
か
ら
ざ
る
な
り
。

古
今
の
学
術
で
、
も
っ
と
も
重
要
で
、
弁
別
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
と
な
る
と
、『
大
学
』
で
は
致
知
で
あ
り
、『
中
庸
』
で

は
未
発
の
中
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
良
知
と
知
識
と
は
、
そ
の
違
い
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
行
き
着
く
先
は
、
実

は
千
里
の
開
き
が
あ
る
。
同
じ
く
一
つ
の
知
で
は
あ
る
が
、
も
と
づ
く
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、［
良
］
知
と
も
な
れ
ば
、［
知
］
識
と
も
な

る
の
で
あ
る
。
良
知
と
い
う
も
の
は
、［
後
天
的
な
］
学
問
や
思
慮
を
用
い
な
く
て
も
、［
も
と
も
と
］
身
に
つ
い
て
い
る
徳
性
の
知
で
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あ
り
、
こ
れ
は
自
分
自
身
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
知
識
と
い
う
も
の
は
、［
後
天
的
な
］
学
問
や
思
慮
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
身

に
つ
く
聞
見
の
知
で
あ
り
、
外
か
ら
取
り
入
れ
て
自
己
の
資
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
未
発
の
中
は
、
千
古
の
聖
学
［
が
学
ぶ
上
で
の
］

目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
人
は
完
全
な
す
が
た
で
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
は
性
［
本
来
］
の
体
あ
り
よ
うで

あ
る
。
戒
懼
は

道
を
修
め
る
功
夫
で
あ
る
。
道
を
修
め
て
こ
そ
、
性
（
本
来
の
人
間
性
）
に
復
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、「
戒
慎
恐
懼
し
て
、
中
和
、

焉
れ
よ
り
出
づ
」
と
言
う
の
だ
。
体
用
は
源
は
一
つ
で
あ
る
。
普
通
の
人
々
の
喜
怒
哀
楽
が
、
お
お
む
ね
節
度
に
か
な
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
し
て
も
、
未
発
の
中
が
ま
だ
完
全
［
に
発
揮
で
き
て
い
る
］
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
良
知
は
、
太
陽

が
空
に
の
ぼ
れ
ば
、
月
と
五
惑
星
は
太
陽
の
光
輝
を
避
け
［
て
隠
れ
］
る
よ
う
な
も
の
だ
、
ま
し
て
や
魑
魅
魍
魎
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。

未
発
の
中
は
、
譬
え
て
言
え
ば
、
北
極
星
が
垣
に
奠さ
だ

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。［
日
月
五
星
の
］
七
政
は
こ
れ
を
も
と
に
霊
験
を

現
し
、
四き
せ
つ時
は
こ
れ
を
も
と
に
一
年
を
構
成
す
る
。
周
天
を
運
っ
て
、
一ひ
と
い
き息
の
間
も
停
止
す
る
こ
と
は
無
い
が
、
そ
の
実
、
い
ま
だ
か

つ
て
一
ほ
ん
の
わ
ず
か
息
の
間
も
自
分
の
領
域
か
ら
逸
脱
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
未
発
と
言
う
の
で
あ
る
。
あ
ま
た
の
聖
人
た
ち

も
、
こ
れ
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
循
う
べ
き
脈す
じ
み
ち路

は
ま
っ
た
く
無
く
な
る
。［
だ
か
ら
、
良
知
と
知
識
の
違
い
は
］
古
今
の
学
術
が
、

も
っ
と
も
弁
別
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
な
の
だ
。

〇
有
關
係
＝
こ
の
「
関
係
」
は
「
重
要
性
」
の
意
。「
没
有
」「
有
」
と
連
用
す
る
。　

〇
良
知
之
與
知
識
＝
「
良
知
」
と
「
知
識
」

が
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
王
畿
は
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
別
見
臺
曾
子
漫
語
」
に
、「
良
知

與
知
識
、
所
争
只
一
字
、
皆
不
能
外
于
知
也
。
根
于
良
則
為
徳
性
之
知
、
因
于
識
則
為
多
學
之
助
。」。（『
龍
溪
會
語
』
巻
四
・
第

七
条
）
ま
た
、「
予
惟
君
子
之
學
、
莫
先
於
辨
志
、
莫
要
於
求
端
。
…
…
端
者
、
人
心
之
知
、
志
之
所
由
以
辨
也
。
夫
志
有
二
、

知
亦
有
二
、
有
德
性
之
知
、
有
聞
見
之
知
。
德
性
之
知
、
求
諸
己
、
所
謂
良
知
也
。
聞
見
之
知
、
緣
於
外
、
所
謂
知
識
也
。
毫
厘
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千
里
、
辨
諸
此
而
已
。
在
昔
孔
門
、
固
已
有
二
者
之
辨
矣
。
孔
子
曰
、
蓋
有
不
知
而
作
之
者
、
我
無
是
也
。
言
良
知
無
所
不
知
也
。

若
多
聞
多
見
上
擇
識
、
未
免
從
聞
見
而
入
、
非
其
本
來
之
知
、
知
之
次
也
。
以
多
聞
多
見
爲
知
之
次
。
知
之
上
者
、
非
良
知
而
何
。」

（『
王
畿
集
』
巻
二
「
水
西
同
志
會
籍
」　

三
六
頁
）。「
致
知
議
略
」
に
、「
夫
良
知
之
與
知
識
、
差
若
毫
釐
、
究
實
千
里
。
同
一
知

也
、
如
是
則
為
良
、
如
是
則
為
識
、
如
是
則
為
德
性
之
知
、
如
是
則
為
見
聞
之
知
、
不
可
以
不
早
辨
也
。
良
知
者
、
本
心
之
明
、

不
由
學
慮
而
得
、
先
天
之
學
也
。
知
識
則
不
能
自
信
其
心
、
未
免
假
於
多
學
億
中
之
助
、
而
已
入
於
後
天
矣
。
良
知
即
是
未
發
之

中
、
即
是
發
而
中
節
之
和
。〔
未
應
非
先
、
已
應
非
後
。
即
寂
而
感
行
焉
、
寂
非
内
也
。
即
感
而
寂
存
焉
、
感
非
外
也
。〕
此
是
千

聖
斬
關
第
一
義
、
所
謂
無
前
後
内
外
、
渾
然
一
體
者
也
。
若
良
知
之
前
別
求
未
發
、
即
是
二
乘
沈
空
之
學
。
良
知
之
外
別
求
已
發
、

即
是
世
儒
依
識
之
學
。
或
攝
感
以
歸
寂
、
或
縁
寂
以
起
感
、
受
症
雖
若
不
同
、
其
為
未
得
良
知
之
宗
、
則
一
而
已
。」（『
王
畿
集
』

巻
六　

＊
な
お
、〔　

〕
内
の
二
十
八
字
は
、
王
畿
の
全
集
本
所
収
の
「
致
知
議
略
」
に
は
無
い
が
、『
聶
豹
集
』
巻
十
一
の
「
答

王
龍
渓
」
の
中
で
、「
来
書
云
」
と
し
て
、
引
か
れ
た
「
致
知
議
略
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
拙
論
「
王
畿
「
致
知
議
略
」
精
読
」（『
東

洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
17
号
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。
他
に
も
、「
夫
識
與
良
知
、
同
出
而
異
名
、
所
爭
只
毫
釐
。
識

有
分
別
、
知
體
渾
然
。
識
有
去
來
、
知
體
常
寂
。」（「
與
梅
純
甫
」
同
巻
十
二　

三
一
九
頁
）、
ま
た
、「
心
之
知
、
一
也
、
根
於

良
則
為
德
性
之
知
、
因
於
識
則
不
免
假
於
多
學
之
助
。
此
回
賜
之
學
、
所
由
以
分
也
。
果
信
得
良
知
及
時
、
則
知
識
莫
非
良
知
之

用
、
謂
吾
心
原
有
本
來
知
識
、
亦
未
為
不
可
。
不
明
根
因
之
故
、
沿
習
舊
見
、
而
遂
以
知
識
為
良
知
、
其
謬
奚
啻
千
里
而
已
哉
。」

（「
答
呉
悟
齋
」
同
巻
十　

二
四
六
頁
）
な
ど
多
数
あ
る
。　

〇
德
性
之
知
／
見
聞
之
知
＝
張
載
の
『
正
蒙
』
大
心
篇
に
、「
大
其

心
則
能
體
天
下
之
物
、
物
有
未
體
、
則
心
為
有
外
。
世
人
之
心
、
止
於
聞
見
之
狹
。
聖
人
盡
性
、
不
以
見
聞
梏
其
心
、
其
視
天
下

無
一
物
非
我
、
孟
子
謂
盡
心
則
知
性
知
天
以
此
。
天
大
無
外
、
故
有
外
之
心
、
不
足
以
合
天
心
。
見
聞
之
知
、
乃
物
交
而
知
、
非

德
性
所
知
。
德
性
所
知
、
不
萌
於
見
聞
。」（『
張
載
集
』、
二
四
頁
）
ま
た
、
程
頥
（
伊
川
）
に
も
、「
聞
見
之
知
、
非
徳
性
之
知
。
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物
交
物
則
知
之
、
非
内
也
。
今
之
所
謂
博
物
多
能
者
、
是
也
。
徳
性
之
知
、
不
假
聞
見
。」（『
程
氏
遺
書
』
巻
二
十
五��『
二
程
集
』

　

三
一
七
頁
）
と
い
う
発
言
が
見
ら
れ
る
。　

〇
戒
慎
恐
懼
而
中
和
出
焉
＝
次
の
王
畿
の
発
言
に
拠
れ
ば
、
王
陽
明
の
語
で
あ
る

が
、
典
拠
に
つ
い
て
は
未
詳
。「
聖
人
之
學
、
復
性
而
已
矣
。
人
受
天
地
之
中
以
生
、
而
萬
物
備
焉
。
性
其
生
理
、
命
其
所
乗
之

機
也
。
故
曰
「
天
命
之
謂
性
」。
此
性
命
合
一
之
原
也
。
戒
慎
恐
懼
、
其
功
也
。
不
覩
不
聞
、
其
體
也
。
良
知
者
性
命
之
則
。
知

是
知
非
、
而
微
而
顯
、
即
所
謂
獨
也
。
戒
慎
恐
懼
而
謹
其
獨
知
、
則
可
以
復
性
矣
。
故
存
之
無
不
中
、
而
發
之
無
不
和
、
先
師
所

謂
戒
慎
恐
懼
而
中
和
出
焉
、
是
也
。
中
和
致
則
天
地
位
、
萬
物
此
育
而
無
外
内
顯
微
之
間
。
此
聖
學
之
的
也
。
知
此
則
知
東
廓
先

生
所
受
之
學
矣
。
…
…
」（「
壽
鄒
廓
翁
七
袠
序
」『
王
畿
集
』
巻
十
四
、三
八
八
頁
）。
ま
た
、「
中
庸
首
章
解
義
」
に
、「
戒
慎
乎

其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
」、
不
睹
不
聞
、
道
之
本
體
、
所
謂
視
之
而
不
見
、
聽
之
而
不
聞
是
也
。
道
虚
而
已
、
戒
謹
恐
懼
、

修
之
之
功
、
無
間
於
動
靜
。
致
虚
所
以
立
本
也
、
不
睹
雖
隱
、
不
聞
雖
微
、
而
實
莫
見
莫
顯
。
隱
即
「
費
而
隱
」
之
隱
、
微
即
「
微

之
顯
」
之
微
、
莫
見
莫
顯
即
所
謂
「
體
物
而
不
可
遺
也
」。
故
「
君
子
必
慎
其
獨
」
者
、
申
言
不
可
不
戒
懼
之
意
、
非
加
謹
也
。

謹
於
一
念
獨
知
之
微
、
正
所
以
奉
行
天
教
也
。
未
發
之
中
、
性
體
也
、「
有
未
發
之
中
而
後
有
發
而
中
節
之
和
」、
道
修
而
性
復
矣
。

戒
懼
慎
獨
而
中
和
出
焉
、
是
也
未
發
之
中
非
對
已
發
而
言
、
即
感
而
寂
、
非
寂
而
後
生
感
也
。
人
者
、
天
地
之
心
、
萬
物
之
宰
、

致
中
和
則
大
本
立
而
達
道
行
、
爲
天
地
立
心
而
天
地
於
此
乎
位
矣
、
爲
萬
物
作
宰
而
萬
物
於
此
乎
育
矣
、
此
修
道
之
極
功
也
。」

（『
王
畿
集
』
巻
八
）
と
あ
る
。　

〇
体
用
一
源
＝
『
周
易
程
氏
傳
』
序
に
「
體
用
一
源
、
顯
微
無
間
。
觀
會
通
以
行
其
典
禮
、
則

辭
無
所
不
備
。」（『
二
程
集
』、
六
八
九
頁
）
と
あ
る
。　

〇
五
緯
＝
五
つ
の
惑
星
。「
緯
」
は
、
行
星
（
惑
星
）
の
古
称
。「
行
星
」

は
、
在
天
空
中
依
一
定
軌
道
繞
恆
星
周
圍
運
行
的
星
。
如
金
星
、
木
星
等
。
亦
稱
為
「
惑
星
」。　

〇
七
政
＝
七
曜
に
同
じ
。
太

陽
と
月
、
そ
し
て
、
金
、
木
、
水
、
火
、
土
の
五
星
を
指
す
。『
書
経
』
舜
典
に
、「
在
璿
璣
玉
衡
、
以
齊
七
政
。（
璿せ
ん

璣き

、
玉
衡

を
在あ
き

ら
か
に
し
て
、
以
て
七
政
を
齊と
と
のう
。）」
と
あ
り
、
そ
の
集
伝
に
、「
在
、
察
也
。
美
珠
謂
之
璿
。
璣
、
機
也
。
以
璿
飾
璣
。
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所
以
象
天
體
之
轉
運
也
。
衡
、
橫
也
。
謂
衡
簫
也
。
以
玉
爲
管
、
橫
而
設
之
。
所
以
窺
璣
而
齊
七
政
之
運
行
。
猶
今
之
渾
天
儀
也
。

七
政
、
日
月
五
星
也
。
七
者
運
行
於
天
、
有
遲
有
速
、
有
順
有
逆
。
猶
人
君
之
有
政
事
也
。
此
言
舜
初
攝
位
、
整
理
庶
務
、
首
察

璿
衡
、
以
齊
七
政
。
蓋
曆
象
授
時
、
所
當
先
也
。」
と
あ
る
。　

〇
本
垣
＝
「
垣
」
は
、
中
国
古
代
の
天
文
学
の
概
念
で
、
星
空

を
区
画
し
た
う
ち
の
一
つ
の
単
位
を
い
う
。
例
え
ば
、
北
辰
五
星（「
こ
ぐ
ま
座
」に
相
当
す
る
星
群
）は
、
他
の
星
の
よ
う
に
時
々

刻
々
そ
の
場
所
を
変
え
た
り
、
地
平
線
下
に
沈
ん
で
見
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
常
に
一
定
の
場
所
に
あ
っ

て
回
転
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。「
三
山
麗
澤
録
」
に
、「
北
辰
、
天
之
樞
也
。
天
樞
、
無
時
不
運
、
七
曜
頼
以
生
明
、
四
時
頼
以

成
歳
。
而
未
嘗
離
於
本
垣
。
此
即
思
不
出
其
位
之
義
。」（『
龍
溪
會
語
』
巻
二
）

然
此
特
晦
翁
早
年
未
定
之
見
耳
。
迨1
＊

其
晩
年
、
超
然
有
得
、
深
悔
平
時
所
學
、
虚
内
逐
外
、
至
以2
＊

為
誑
己
誑
人
、
李3
＊

延
平
嘗
令
體
認
未

發
已4
＊

前
氣
象
、
是5
＊

本
領
工
夫
、
則6
＊

以
為
當
時
貪
著
訓
詁
、
未
暇
究
察
、
辜
負
此
翁
耳
。
其
語
象
山
有
云
、
所
喜
邇
來
功
夫
、
頗
覺
省
力
、

無
復
向
來
支
離
之
病
。
其
語
門
人
有
云
、
向
來
全
体
精
神
、
用
在
冊
子
上
、
究
竟
一
無
實
處
。
只
管
談
王
説
霸
、
別
作
一
項
伎
倆
商
量
。

諸
凡7
＊

類
此
者
、
所
謂
晩
年
定
論
、
載
在
全
書
、
可
考
見
也
。
學8
＊

者
、
徒
泥
早
年
未
定
之9
＊

見
、
瑕11
＊

瑜
互
相
掩
覆
、
使
不
得
爲
完
璧
、
其
薄

待
晦
翁
亦
甚
矣
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
迨
」
を
「
逮
」
に
作
る
。　

＊
2
「
以
為
」
を
「
謂
」
に
作
る
。　

＊
3
「
李
延
平
」
を
「
謂
延
平
先
生
」
に
作
る
。　

＊
4
「
已
前
」
を
「
以
前
」
に
作
る
。　

＊
5
「
是
」
の
上
に
「
此
」
字
有
り
。　

＊
6
「
則
以
為
」
の
三
字
無
し
。　

＊
7
「
凡
」
の
下

に
「
此
」
字
有
り
。　

＊
8
「
學
者
」
の
下
に
、「
蔽
於
舉
業
、
無
暇
討
求
全
書
」
の
十
字
有
る
。　

＊
9
「
之
見
」
を
「
後
見
」
に
作
る
。

　

＊
11
「
瑕
瑜
」
の
上
に
、「
揣
摸
依
仿
」
の
四
字
有
り
。
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然
れ
ど
も
、
此
れ
特
だ
晦
翁
早
年
未
定
の
見
な
る
の
み
。
其
の
晩
年
に
迨お
よ

び
て
、
超
然
と
し
て
得
る
こ
と
有
り
、
深
く
平
時
の
學
ぶ
所
、

内
を
虚む
な

し
く
し
外
を
逐お

い
し
こ
と
を
悔
い
て
、
以
て
己
を
誑だ
ま

し
人
を
誑
た
ぶ
ら
かす
と
為
し
、
李
延
平
先
生
、
嘗つ
ね

に
未
發
已
前
の
氣
象
を
體
認
せ

し
む
、
是
れ
本
領
の
功
夫
な
る
も
、
則
ち
、
以
て
當
時
、
訓
詁
に
貪
著
し
て
、
未
だ
究
察
す
る
に
暇
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
の
翁
を
辜
負
す

と
為
す
に
至
る
の
み
。
其
の
象
山
に
語
り
て
云
う
こ
と
有
り
、
喜
ぶ
所
、
邇
來
の
工
夫
は
頗
る
力
を
省
く
を
覺
ゆ
。
復
た
向
來
支
離
の

病
無
し
、
と
。
其
の
門
人
に
語
り
て
云
う
こ
と
有
り
、「
向
來
、
全
體
の
精
神
、
冊
子
の
上
に
用
い
て
、
究
竟
、
一
も
實
な
る
處
無
し
。

只ひ
や
す
ら管
、
王
を
談
じ
、
霸
を
説
き
て
、
別
に
一
項
の
伎
倆
商
量
と
作
す
、
と
。
諸も
ろ

も
ろ
凡す
べ

て
、
此
に
類
す
る
者
は
、
所
謂
晩
年
定
論
に
し

て
、
全
書
に
載の

す
、
考
見
す
べ
き
な
り
。
學
ぶ
者
、
徒
ら
に
早
年
未
定
の
見
に
泥な
ず

み
て
、
瑕か

ゆ瑜
互
い
に
相
掩
覆
し
て
、
完
璧
と
爲
る
こ

と
を
得
ざ
ら
し
む
、
其
の
晦
翁
を
薄
待
す
る
こ
と
亦
た
甚
し
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
朱
晦
翁
の
若
か
り
し
頃
の
、
定
論
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
時
期
の
見
解
に
す
ぎ
な
い
。
晩
年
に
な
る
と
、［
旧

説
を
脱
し
］
超
然
と
し
て
得さ
と

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
常
日
頃
、
学
ん
で
き
た
こ
と
は
、
内
心
を
疎
か
に
し
て
、
外
物
ば
か
り
追
い
求
め
て

い
た
こ
と
を
深
く
後
悔
し
、
自
分
自
身
を
欺
い
て
き
た
と
同
時
に
、
他
人
を
も
騙
し
て
い
た
と
考
え
、［
ま
た
］
李
延
平
先
生
は
、
常

に
未
発
以
前
の
気
象
を
体
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
本お
お
も
と領
の
功
夫
［
を
説
い
た
も
の
］
で
あ
っ
た
の
に
、
当
時
は
訓
詁
［
の
学
］

に
耽
っ
て
お
り
、［
延
平
の
教
え
を
］
と
こ
と
ん
考
察
す
る
だ
け
の
余
裕
も
な
く
、［
そ
の
結
果
］
こ
の
老
翁
に
背
く
こ
と
に
な
っ
た
、

と
ま
で
考
え
て
い
る
。
陸
象
山
に
語
っ
て
、「
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
ご
ろ
の
工
夫
は
、
か
な
り
力
が
省
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
も
う
以
前
の［
根
幹
を
見
失
っ
て
］支バ
ラ
バ
ラ離

と
な
る
病
は
無
く
な
り
ま
し
た
」と
言
っ
て
い
る
。
門
人
に
語
っ
て
は
、「
こ

れ
ま
で
は
、
精
力
を
ま
る
ご
と
書
籍
の
上
に
費
や
し
て
い
た
だ
け
で
、
結
局
、
一
つ
も
［
我
が
身
に
］
着
実
な
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
か
、

「
ひ
た
す
ら
王
道
と
霸
道
の
区
別
を
説
く
こ
と
を
、
自
分
の
伎う
で
ま
え倆
を
競
う
議
論
と
考
え
て
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
も
ろ
も
ろ
す
べ
て
、
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こ
れ
に
類
し
た
発
言
こ
そ
、［
先
師
の
］
所
謂
［
朱
子
］
晩
年
定
論
で
あ
り
、『
朱
子
全
書
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
く
考
え

て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
学
ぶ
者
た
ち
は
、
む
や
み
と
［
朱
子
の
］
若
か
り
し
頃
の
、
定
論
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
時
期
の
見
解
ば
か

り
に
拘
泥
し
て
、
欠
陥
を
覆
い
隠
す
こ
と
で
、
完
璧
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
。
朱
晦
翁
に
対
す
る
接
し
方
と
し
て
も
、

ひ
ど
く
薄
っ
ぺ
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

〇
此
特
晦
翁
早
年
未
定
之
見
＝
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
説
を
踏
ま
え
る
。
そ
の
序
に
、「
及
官
留
都
、
復
取
朱
子
之
書

而
檢
求
之
。
然
後
知
其
晩
歳
固
已
大
悟
舊
説
之
非
、
痛
悔
極
艾
、
至
以
爲
自
誑
誑
人
之
罪
、
不
可
勝
贖
。
世
之
所
傳
集
註
・
或
問

之
類
、
乃
其
中
年
未
定
之
説
、
自
咎
以
爲
舊
本
之
誤
、
思
改
正
而
未
及
、
而
其
諸
語
類
之
屬
、
又
其
門
人
挾
勝
心
以
附
己
見
、
固

於
朱
子
平
日
之
説
猶
有
大
相
謬
戻
者
。
而
世
之
學
者
局
於
見
聞
、
不
過
持
循
講
習
於
此
。
其
於
悟
後
之
論
、
概
乎
其
未
有
聞
、
則

亦
何
怪
乎
予
言
之
不
信
、
而
朱
子
之
心
無
以
自
暴
於
後
世
也
乎
。」
と
言
う
（『
王
陽
明
全
集
』
巻
三
、『
伝
習
録
』
附
録
、

一
四
〇
頁
）。　

〇
李
延
平
嘗
令
体
認
未
發
已
前
氣
象
＝
『
延
平
答
問
』
に
、「
…
…
某
曩
時
從
羅
先
生
學
問
、
終
日
相
對
靜
坐
、

只
説
文
字
、
未
嘗
及
一
雜
語
。
先
生
極
好
靜
坐
、
某
時
未
有
知
、
退
入
室
中
、
亦
只
靜
坐
而
已
。
先
生
令
靜
中
看
喜
怒
哀
樂
未
發

之
謂
中
、
未
發
時
作
何
氣
象
。
此
意
不
唯
於
進
學
有
力
、
兼
亦
是
養
心
之
要
。
元
晦
偶
有
心
恙
、
不
可
思
索
、
更
於
此
一
句
内
求

之
、
靜
坐
看
如
何
、
往
往
不
能
無
補
也
。
…
…
」（『
朱
子
全
書
』
巻
十
三
、三
二
二
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
朱
熹
の
「
答
何
叔
景
」

第
二
書
に
、「
李
（
延
平
）
先
生
教
人
、
大
抵
令
於
靜
中
體
認
大
本
未
發
時
氣
象
分
明
、
即
處
事
應
物
、
自
然
中
節
。
此
乃
龜
山

門
下
相
傳
指
決
。
然
當
時
親
炙
之
時
、
貪
聽
講
論
、
又
方
竊
好
章
句
訓
詁
之
習
、
不
得
盡
心
於
此
。
至
今
若
存
若
亡
、
無
一
的
實

見
處
、
辜
負
教
育
之
意
。
毎
一
念
此
、
未
嘗
不
愧
汗
沾
衣
也
。」（『
朱
子
文
集
』
巻
四
〇
、『
朱
子
全
書
』
弐
拾
弐
冊
、
一
〇
八
二

頁
。
＊
陳
來
・
束
景
南
両
氏
と
も
、
こ
の
書
簡
を
、
一
一
六
六
年
、
朱
熹
三
十
七
歳
の
も
の
と
し
て
い
る
。『
朱
子
書
信
編
年
考
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証
［
増
訂
本
］』�

三
七
頁
、『
朱
熹
年
譜
長
編
（
巻
上
）』�

三
五
五
頁
）
と
見
え
る
。
こ
の
書
簡
は
、
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」

に
も
引
か
れ
て
い
る
（『
全
集
』、
一
三
六
頁
）
の
で
、
王
畿
は
、
そ
れ
を
見
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
書
婺
源
同
志
會
約
」

に
は
、「
晩
年
定
論
」
の
名
を
挙
げ
て
、
こ
の
書
簡
を
引
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
、「
延
平
先
生
嘗
令
體
認
未
發
以
前
氣

象
、
此
是
本
領
功
夫
。
當
時
貪
著
訓
詁
、
未
暇
究
察
、
辜
負
此
翁
耳
」（『
王
畿
集
』
巻
二
、三
九
～
四
〇
頁
）
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。

　

〇
其
語
象
山
有
云
～
＝
象
山
は
、
陸
九
淵
。
朱
子
の
「
答
陸
子
静
第
一
書
」
に
、「
熹
衰
病
日
侵
略
。
去
年
災
患
亦
不
少
。
此

数
日
来
、
病
躯
方
似
略
可
支
吾
。
然
精
神
耗
減
日
甚
一
日
。
恐
終
非
能
久
於
世
者
。
所
幸
、
邇
来
日
用
工
夫
、
頗
覚
有
力
、
無
復

向
来
支
離
之
病
。
甚
恨
未
得
従
容
面
論
。
未
知
異
時
相
未
尚
復
有
異
同
否
耳
。」（『
朱
子
文
集
』
巻
三
十
六
。
ま
た
、
王
陽
明
「
朱

子
晩
年
定
論
」
に
引
く
第
八
書
簡
）
と
あ
る
。　

〇
其
語
門
人
有
云
、
向
來
全
体
精
神
～
＝
前
半
部
分
は
、
そ
の
類
似
す
る
内
容

が
、「
答
呂
子
約
第
二
十
六
書
」
に
、「
…
…
孟
子
言
「
学
問
之
道
、
惟
在
求
其
放
心
」。
而
程
子
亦
言
「
心
要
在
腔
子
裏
」。
今
一

向
耽
著
文
字
、
令
此
心
全
体
都
奔
在
冊
子
上
、
更
不
知
有
己
、
便
是
箇
無
知
覚
、
不
識
痛
癢
之
人
。
雖
読
得
書
、
亦
何
益
於
吾
事

邪
。
…
…
」（『
朱
子
文
集
』
巻
四
十
七
。
王
陽
明
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
引
く
第
六
書
簡
。）
と
あ
り
、
後
半
部
分
は
、「
答
呂
子

約
第
二
十
七
書
」
に
、「
文
字
雖
不
可
廃
、
然
涵
養
本
原
而
察
於
天
理
人
欲
之
判
、
此
是
日
用
動
静
之
間
、
不
可
頃
刻
間
断
底
事
。

若
於
此
処
見
得
分
明
、
自
然
不
到
得
流
入
世
俗
権
謀
裏
去
矣
。
熹
亦
近
日
方
実
見
得
向
日
支
離
之
病
。
雖
与
彼
中
証
候
不
同
、
然

其
忘
己
逐
物
、
貪
外
虚
内
之
失
、
則
一
而
已
。
程
子
説
『
不
得
以
天
下
万
物
撓
己
。
己
立
後
自
能
了
得
天
下
万
物
。』
今
自
家
一

箇
身
心
、
不
知
安
頓
去
処
、
而
談
王
説
覇
、
将
経
世
事
業
別
作
一
箇
伎
倆
商
量
講
究
。
不
亦
誤
乎
。」（
同
上
。
ま
た
、「
朱
子
晩

年
定
論
」
に
引
く
第
二
書
簡
。）
と
あ
る
。　

〇
伎
倆
商
量
＝
「
伎
倆
」
は
、
う
で
ま
え
・
技
量
。「
商
量
」
は
、
相
談
・
議
論
・

討
議
・
話
し
合
い
。　

〇
所
謂
晩
年
定
論
＝
こ
こ
で
の
王
畿
自
身
の
朱
子
学
理
解
が
、
師
の
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
域

を
出
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。　

〇
徒
泥
早
年
未
定
之
見
＝
校
注
で
示
し
た
通
り
、『
全
集
』
本
で
は
、
こ
の
上
に
、
そ
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の
理
由
と
し
て
、「
挙
業
（
科
挙
の
受
験
勉
強
）
に
精
一
杯
で
、
朱
子
の
『
全
書
』
を
研
究
す
る
余
裕
も
無
い
た
め
」
と
あ
る
。

夫
晦
翁
平
生
之
志
、
必1
＊

爲
聖
人
、
而
其
制
行
之
高
、
如
太
山
喬
岳2
＊

。
一
毫
世
情
功
利
、
不
足
以
動
其
中
。
故
其
學
之
足
以
信
今
而
傳
後

者3
＊

、
此
也
。
吾
人
未
有
必
爲
之
志
、
未
免
雜
于
故
習
、
行
不
足
以
孚
于
人
、
而
嘵
嘵
然
致4
＊

辯
于
分
合
異
同
之
迹
。
譬
之
無5
＊

價
寶
珠
、
不

幸
綴
于
窶
人
垢
衣
之
内
、
人
孰
從
而
信
之
。
雖
然
、
此
猶
泥
于
迹
也
。
今
日
之
學
、
惟
以
發
明
聖
脩
爲
事
、
不
必
問
其
出
于
晦
翁
、
出

於
先
師
、
求
諸
其
心
之
安
而
已
。
求6
＊

諸
心
而
安
也
、
雖
其
言
之
出
于
葛
蕘
、
不
敢
以
為
非
也
。
況
先
師
乎
。
求
諸
心
而
未
安
也
、
雖
其

言
之
出
于
孔
子
、
未
敢
信
也
。
況
晦
翁
乎
。
夫
古
今
學
術
、
必
有
所
辯
。
所
望
在
會
諸
君
、
蓋
堅
其
志
行
、
以
身
明
之
、
不
徒
耳
目
聞

見
之
騰
。
庶
無
愧
于
師
門
、
無
愧
于
晦
翁
之
郷
人
也
已
。

　
　
〔
校
注
〕　

＊
1
「
必
」
の
上
に
「
在
」
字
有
り
。　

＊
2
「
岳
」
を
「
嶽
」
に
作
る
。　

＊
3
「
者
此
也
」
を
「
亦
以
此
也
」
に
作
る
。　

＊
4
「
致
辯
」
の
二
字
無
し
。　

＊
5
「
無
價
寶
珠
」
を
「
隋
和
之
寶
」
に
作
る
。　

＊
6　
「
求
諸
心
」
か
ら
「
郷
人
也
已
」
ま
で
の
九

十
六
字
無
し
。
代
わ
り
に
、「
信
焉
可
也
。
學
者
不
因
其
人
之
窶
而
並
疑
其
寶
之
非
真
、
斯
善
學
也
已
（
焉
を
信
じ
て
可
な
り
。
學
ぶ
者
、

其
の
人
の
窶
れ
し
に
因
り
て
、
並
び
に
其
の
寶
の
真
に
非
ざ
る
を
疑
わ
ざ
れ
ば
、
斯
ち
善
く
學
ぶ
と
い
う
の
み
）。」
と
あ
る
。

夫
れ
晦
翁
平
生
の
志
は
、
必
ず
聖
人
と
爲
ら
ん
と
し
、
而
し
て
、
其
の
制
行
の
高
き
こ
と
太
山
喬
岳
の
如
し
。
一
毫
の
世
情
功
利
も
、

以
て
其
の
中
を
動
か
す
に
足
ら
ず
。
故
に
、
其
の
學
の
、
以
て
今
を
信
じ
て
、
後
に
傳
え
る
に
足
る
者
、
此
な
り
。
吾
人
、
未
だ
必
ず

し
も
爲
ら
ん
と
す
る
の
志
有
ら
ず
、
未
だ
故
習
に
雜
る
を
免
れ
ざ
れ
ば
、
行
、
以
て
人
に
孚
あ
る
に
足
ら
ず
し
て
、
嘵
嘵
然
と
し
て
辯

を
分
合
異
同
の
跡
に
致
す
。
之
を
無
價
の
寶
珠
に
譬
う
る
に
、
不
幸
に
し
て
窶
人
の
垢
衣
の
内
に
綴
じ
ら
る
れ
ば
、
人
、
孰た

れ
か
從
い
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て
之
を
信
ぜ
ん
。
然
り
と
雖
も
、
此
れ
猶
お
跡
に
泥
む
な
り
。
今
日
の
學
、
惟
だ
聖
脩
を
發
明
す
る
を
以
て
事
と
爲
し
、
必
ず
し
も
其

れ
晦
翁
よ
り
出
で
し
か
、
先
師
よ
り
出
で
し
か
を
問
わ
ず
、
諸
れ
を
其
の
心
の
安
ん
ず
る
も
の
に
求
む
る
の
み
。
諸
れ
を
心
に
求
め
て

安
ん
ず
る
と
き
や
、
其
の
言
の
葛か
つ

蕘じ
よ
うよ

り
出
づ
と
雖
も
、
敢
え
て
以
て
非
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
先
師
を
や
。
諸
れ
を
心
に
求
め

て
未
だ
安
か
ら
ざ
る
と
き
や
、
其
の
言
の
孔
子
よ
り
出
づ
と
雖
も
、
未
だ
敢
え
て
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
晦
翁
を
や
。
夫
れ
古
今
の

學
術
、
必
ず
辯
ず
る
所
有
り
。
望
む
所
は
、
會
に
在
る
諸
君
、
蓋
し
其
の
志
行
を
堅
く
し
、
身
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
し
、
徒
だ
耳
目

聞
見
を
之
れ
騰
す
る
の
み
な
ら
ず
。
庶ね
が

わ
く
ば
、
師
門
に
愧
じ
る
こ
と
無
か
れ
、
晦
翁
の
郷
人
に
愧
じ
る
こ
と
無
き
の
み
。

�

嘉
靖
丁
巳
年
仲
夏
朔　

龍
溪
王
畿
書
す

そ
も
そ
も
朱
晦
翁
の
平
生
の
志
も
必
ず
聖
人
に
為
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
徳
行
は
泰
山
喬
岳
の
よ
う
に
崇
高
で
、
わ
ず
か
な

俗
事
や
功
利
も
、
彼
の
心
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
朱
晦
翁
の
学
が
今
も
信
ず
る
に
足
り
、
後
世
に
も
伝
え
る

に
足
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
［
と
云
え
ば
］、
ま
だ
［
聖
人
に
］
為
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
志
は
必
ず
し
も
無

い
し
、
い
ま
だ
に
ど
う
し
て
も
過
去
の
悪
習
を
払
拭
で
き
ず
に
い
る
た
め
、
行
い
の
上
で
も
、
人
に
対
し
て
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
嘵ワ
イ
ワ
イ

嘵
然
と
、
上
辺
の
分
合
異
同
を
め
ぐ
っ
て
言
い
争
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
値
段
の
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
珍
奇
な
宝
物
に
譬
え
る

な
ら
ば
、
不
幸
に
し
て
、
そ
れ
が
貧
乏
人
の
垢
ま
み
れ
の
衣
類
の
中
に
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
人
は
ど
う
や
っ
て
そ
の
宝

物
の
価
値
を
信
じ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
依
然
と
し
て
上
辺
ば
か
り
に
拘
泥
し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

今
日
の
学
び
は
、
ひ
た
す
ら
聖
人
に
な
る
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
従
事
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
朱
晦
翁
よ
り
出
た
も
の
か
、

先
師
か
ら
出
た
も
の
か
を
問
う
必
要
は
な
く
、
自
身
の
心
が
落
ち
着
く
も
の
を
求
め
る
だ
け
で
あ
る
。
自
身
の
心
に
求
め
て
、
落
ち
着

い
た
と
き
は
、
そ
の
言
葉
が
木
こ
り
の
口
よ
り
出
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
け
っ
し
て
拒
絶
し
た
り
し
な
い
。
ま
し
て
や
先
師
で
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あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
自
身
の
心
に
求
め
て
、
落
ち
着
か
な
い
と
き
は
、
そ
の
言
葉
が
孔
子
の
口
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
け
っ
し
て
信
じ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
朱
晦
翁
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
今
の
学
術
は
、
必
ず
弁
別
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
講
会
に
参
加
し
て
い
る
諸
君
に
望
む
こ
と
は
、
そ
の
志
と
行
い
を
堅
固
に
た
も
ち
、
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
た
だ
単
に
耳
目
聞
見
を
高
め
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
ど
う
か
師
門
に
愧
じ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
晦
翁
の
故
郷
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
名
に
愧
じ
る
こ
と
が
無
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

�

嘉
靖
三
十
六
年
五
月
初
旬
、
龍
溪
王
畿
書
す

〇
制
行
＝
『
漢
語
』
に
、「
①
規
定
道
徳
和
行
為
準
則
。
②
徳
行
。」
こ
こ
は
、
②
の
意
。　

〇
太
山
喬
岳
＝
高
く
そ
び
え
立
つ
泰

山
。
崇
高
な
る
も
の
の
比
喩
。『
詩
経
』
周
頌
・
清
廟
之
什
・
時
邁
に
、「
百
神
、
及
び
河
喬
嶽
を
懷
柔
せ
り
。
允
に
王
は
維
れ
后き
み

な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
集
伝
に
、「
又
能
懷
柔
百
神
、
以
至
于
河
之
深
廣
、
嶽
之
崇
高
、
而
莫
不
感
格
、
則
是
信
乎
周
王
之
爲
天

下
君
矣
」と
あ
る
。
陸
九
淵
が
朱
熹
を
評
し
た
述
べ
た
次
の
発
言
を
踏
ま
え
る
。「
一
夕
歩
月
、
喟
然
而
嘆
。
包
敏
道
侍
、
問
曰『
先

生
何
嘆
。』
曰
、『
朱
元
晦
泰
山
喬
嶽
、
可
惜
、
學
不
見
道
、
枉
費
精
神
、
遂
自
擔
閣
、
奈
何
。』」（『
陸
象
山
語
録
』
上
巻
・
嚴
松

所
録
・
149
条
。『
陸
九
淵
集
』、
二
〇
〇
八
、四
一
四
頁
）。　

〇
嘵
嘵
然
＝
『
漢
語
』
に
「
争
辯
の
声
」。
言
い
争
う
声
。　

〇
求

諸
心
而
安
也
～
＝
『
伝
習
録
』
巻
中
「
答
羅
整
庵
少
宰
書
」
の
中
の
「
夫
學
貴
得
之
心
。
求
之
於
心
而
非
也
、
雖
其
言
之
出
於
孔

子
、
不
敢
以
爲
是
也
。
而
況
其
未
及
孔
子
者
乎
。
求
之
於
心
而
是
也
。
雖
其
言
之
出
於
庸
常
、
不
敢
以
爲
非
也
。
而
況
其
出
於
孔

子
者
乎
。」
を
踏
ま
え
る
。　

〇
無
價
寶
珠
＝
『
法
華
経
』
の
「
衣
裏
繋
珠
の
喩
」
を
踏
ま
え
る
。『
法
華
經
』
五
百
弟
子
受
記
品

第
八
に
、「
世
尊
。
譬
如
有
人
。
至
親
友
家
。
酔
酒
而
臥
。
是
時
親
友
。
官
事
當
行
。
以
無
價
寶
珠
。
繋
其
衣
裏
。
與
之
而
去
。

其
人
酔
臥
。
都
不
覺
知
。
起
已
遊
行
。
到
於
他
國
。
為
衣
食
故
。
勤
力
求
索
。
甚
大
艱
難
。
若
少
有
所
得
。
便
以
爲
足
。
於
後
親
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友
。
會
遇
見
之
。
而
作
是
言
。
咄
哉
丈
夫
。
何
爲
衣
食
。
乃
至
如
是
。
我
昔
欲
令
。
汝
得
安
樂
。
五
欲
自
恣
。
於
某
年
月
日
。
以

無
價
寶
珠
。
繋
汝
衣
裏
。
今
故
現
在
。
而
汝
不
知
。
勤
苦
憂
惱
。
以
求
自
活
。
甚
爲
癡
也
。
汝
今
可
以
此
寶
。
貿
易
所
須
。
常
可

如
意
。
無
所
乏
短
。」（『
法
華
経
（
中
）』
岩
波
文
庫
、
一
一
四
～
六
頁
）
と
あ
る
。�　

〇
葛
蕘
＝
「
芻
蕘
」
か
？
『
詩
経
』
大
雅
・

板
に
、「
先
民
有
言
、
詢
於
芻
蕘
。」
と
あ
る
。
毛
伝
は
、「
芻
蕘
、
薪
采
者
」。
朱
註
に
、「
先
民
、
古
之
賢
人
也
。
芻
蕘
、
采
薪
者
。

古
人
尙
詢
及
芻
蕘
。
况
其
僚
友
乎
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
孟
子
』
梁
惠
王
下
篇
に
、「
文
王
之
囿
方
七
十
里
、
芻
蕘
者
往
焉
、
雉

兔
者
往
焉
。
與
民
同
之
。
民
以
爲
小
、
不
亦
宜
乎
。」
朱
註
に
、「
芻
、
草
也
。
蕘
、
薪
也
」
と
あ
る
。「
芻く
さ

を
刈
り
、
蕘た
き
ぎを
伐
る

山
が
つ
」（
金
谷
治
『
孟
子
』
朝
日
出
版
社
、
一
九
六
六
、三
七
頁
）。
や
ま
が
つ
。
山
中
に
住
む
賎
し
い
身
分
の
人
を
言
う
。　

〇
嘉
靖
丁
巳
年
仲
夏
朔
＝
仲
夏
は
五
月
。「
朔
」
は
、「
初
一
日
」
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
「
嘉
靖
丁
巳
五
月
端
陽
（
五
日
）、
予
從

齊
雲
趨
會
星
源
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
五
月
一
日
」
で
は
お
か
し
い
。
徐
仲
舒
主
編
『
漢
語
大
字
典
』（
湖
北
辞
書
出
版
社
・

四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
の
「
朔
」
の
項
に
、「《
詩
・
小
雅
・
小
明
》「
二
月
初
吉
」。
毛
傳
「
初
吉
、
朔
日
也
。」
陳
奐

傳
疏
「
古
謂
朔
為
吉
…
…
朔
日
者
、
謂
月
朔
之
日
、
不
必
定
在
始
一
日
、
自
一
至
十
皆
是
也
」
を
引
く
。
今
、
こ
れ
に
従
い
、「
初

旬
」
の
意
と
見
な
し
た
。


